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第 1 章

Messaging Assistant Web ツール

• Messaging Assistant Webツールについて, 1 ページ

• Messaging Assistant Webツールへのアクセス, 1 ページ

• Messaging Assistant Webツールのヘルプへのアクセス, 2 ページ

Messaging Assistant Web ツールについて
Messaging Assistant Webツールでは、電話を使った、ユーザまたは発信者と Cisco Unity Connection
間のやりとりの方法をカスタマイズできます。また、録音したグリーティングやメッセージ発信

の設定など、Connection設定を個人用に変更したり、メッセージ通知デバイスを設定したり、プ
ライベート同報リストを作成したりすることも可能です。

Messaging Assistantには、Cisco Personal Communications Assistant（PCA）Webサイトからアクセス
できます。

Cisco PCAとMessaging Assistantを使用するようにコンピュータのWebブラウザを設定する必
要があります。業務で使用するコンピュータに対しては Connectionの管理者がすでにこの設
定を行っている可能性がありますが、ユーザの組織が Cisco PCAへのリモートアクセスを提
供する場合は、Webサイトへのアクセスに使用する他のコンピュータにインストールされてい
るブラウザを設定する必要があります。手順については、Connectionの管理者に問い合わせて
ください。

（注）

Messaging Assistant Web ツールへのアクセス
改訂：2012年 10月 29日
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手順

ステップ 1 http://<Cisco Unity Connectionサーバ名>/ciscopcaにあるCisco PCAのサインインページに移動しま
す。 URLは大文字と小文字が区別されます。
Cisco PCAの URLをブックマークすると、Messaging AssistantにアクセスするたびにWebアドレ
スを入力する必要がなくなります。

ステップ 2 ユーザ名とパスワードを入力します。

Cisco PCAのパスワードを忘れた場合は、Connectionの管理者に問い合わせてください。

ステップ 3 [サインイン]を選択します。
英語以外の言語でCisco PCAページにログインすると、画面にセキュリティ警告が表示
されますが、無視して問題ありません。

（注）

ステップ 4 Cisco PCAのホームページで [Messaging Assistant]リンクをクリックします。

ステップ 5 作業終了後、Messaging Assistantの任意のページの右上隅にある [サインアウト]を選択します。

Messaging Assistant Web ツールのヘルプへのアクセス

手順

ステップ 1 Messaging Assistantの任意のページで、[ヘルプ]メニューを選択します。

ステップ 2 [ヘルプ]メニューから、次の適切なリンクを選択します。

説明オプション

ヘルプのトピックがリスト表示されます。[コンテンツ]

ヘルプのインデックスが表示されます。[インデックス]

表示するページに対応したヘルプトピックが表示されます。[このページ]

アイコンのヘルプが必要な場合は、カーソルをアイコンの上に置いてツールチップを表示させま

す。
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第 2 章

Messaging Assistant Web ツールでの Media
Master の操作

• Media Masterについて, 3 ページ

• 録音でのサウンドファイルの使用, 4 ページ

• 再生デバイスと録音デバイスの変更, 4 ページ

• Media Masterのキーボードショートカット, 5 ページ

Media Master について
MediaMasterはMessagingAssistantWebツールのさまざまなページに表示されます。各コントロー
ルをクリックすると、電話またはコンピュータのマイクとスピーカーを使用してメッセージを録

音したり、録音メッセージを再生したりできます。

図 1：Messaging Assistant の Media Master

停止7[オプション]メニュー1

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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一時停止8録音/再生の経過表示2

再生9録音リスト3

音量コントロール10ヘルプ（Media Masterバージョン情報）4

再生リスト11再生速度コントロール5

録音6

録音でのサウンドファイルの使用
Media Masterの [オプション]メニューを使用すると、録音で別のサウンド（WAV）ファイルを使
用できます（Media Masterについて, （3ページ）の図の 1を参照してください）。

使用できるオプションは次のとおりです。

説明オプション

コンピュータに保存されているWAVファイルを開き、選択
された再生デバイスで再生します。

[ファイルを開く]

録音をWAVファイルとして指定した場所に保存します。[名前を付けて保存]

再生デバイスと録音デバイスの変更
Messaging Assistant Webツールでは、録音と再生に使用するデバイスを選択できます。

[再生デバイス] •電話：Cisco Unity Connectionからユーザにコールが発信され、ユーザ
は電話の受話器またはスピーカーフォンのスピーカーを通じて音声を

聞き取ります。

•コンピュータのスピーカー（使用可能な場合）。

[録音デバイス] •電話：Cisco Unity Connectionからユーザにコールが発信され、ユーザ
は電話の受話器またはスピーカーフォンのマイクを使用して音声を録

音します。

•コンピュータのマイク（使用可能な場合）。

録音の音質が最もよくなるのは、電話機を使用する場合です。ヒント

   Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
4

Messaging Assistant Web ツールでの Media Master の操作
録音でのサウンドファイルの使用



Media Masterに対するアップデートは、コンピュータごとにユーザ単位で保存されます。また、
別のコンピュータ（自宅のコンピュータなど）も使用してMedia Masterにアクセスする場合は、
2台目のコンピュータのMedia Master設定も更新する必要があります。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページの [録音名]フィールドで、[再生/録音]を選択してMedia Masterを表示します（該当
する場合）。

ステップ 3 Media Masterの [オプション]メニューで、[再生と録音]を選択します。

ステップ 4 適切なデバイスを設定します。

説明オプション

電話またはコンピュータを選択します。[再生デバイス]

電話またはコンピュータを選択します。[録音デバイス]

ステップ 5 再生デバイスまたは録音デバイスとして電話を使用する場合は、[アクティブな電話番号]セクショ
ンでプライマリ内線電話番号を選択するか、別の電話番号を入力します。この番号は、電話を使

用して再生または録音を行うときに Connectionがユーザにコールを発信する番号になります。
アクティブな電話番号を設定すると、MediaMasterの再生リストと録音リスト（MediaMasterにつ
いて, （3ページ）の図の 11と 3）でデバイスを選択できるようになります。これらのリスト
を使用するとデバイスを簡単に変更できます。この選択は再度変更するまでMedia Masterを含む
すべてのMessaging Assistantページで保存されます。

ステップ 6 [OK]を選択します。

Media Master のキーボードショートカット
Alt+Oキー：オプションメニューが開きます。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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第 3 章

ユーザ設定の変更

• ユーザ設定について, 7 ページ

• ユーザの別名のスペリングの追加, 7 ページ

• 録音名の変更, 8 ページ

• ユーザの別名の追加, 8 ページ

• 代行用デバイスの追加, 9 ページ

• 代行用デバイスの詳細設定の変更, 10 ページ

• 複数の電話のボイスメールを 1つのメールボックスに統合するためのタスクリスト, 11
ページ

• ディレクトリ登録ステータスの変更, 12 ページ

ユーザ設定について
ユーザ設定では、Cisco Unity Connectionシステムのユーザとしての情報と、システムとの対話用
に選択した内容を制御します。

ユーザの別名のスペリングの追加
名前をアルファベット以外の文字で入力する（たとえば、漢字で入力する）場合は、ユーザの別

名のスペリングをアルファベットで入力します。ユーザの別名のスペリングを入力すると、発信

者が音声認識を使用したときに正常にユーザに到達できます。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページで、[名前]の下の [名前の別名(英数)]または [名字の別名(英数)]フィールドにユーザ
の別名のスペリングを入力します。

使用可能な文字は A～ Z、a～ z、および 0～ 9です。

ステップ 3 [保存]を選択します。

録音名の変更
録音名は、他のユーザに残したメッセージとともに再生され、ディレクトリではその名前でユー

ザが識別されます。また、独自の録音の代わりにシステム録音を使用したグリーティングととも

に再生することもできます。

他の Cisco Unity Connectionユーザが電話でメッセージを送信した場合、そのユーザにはオプ
ショングリーティングが再生されません。オプショングリーティングを使用可能にするとき

は、録音名を変更して、不在であることを示す情報を追加することを検討してください。

ヒント

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページで、[再生/録音]を選択します。

ステップ 3 Media Masterで、[録音]を選択して名前を録音します。

ステップ 4 録音の終了後、[停止]を選択します。

ステップ 5 [保存]を選択します。

ユーザの別名の追加
指定した 1つまたは複数のユーザの別名でユーザを認識するように、Cisco Unity Connectionを設
定できます。ユーザの別名は、ディレクトリに登録されている名前とは異なります。

Connectionは、Williamに対応するBillやCatherineに対応するCathyなど、一般的なニックネーム
を認識します。ただし、次の状況では、発信者が音声認識を使用したときに正常にユーザに到達

できるよう、ユーザ自身の別名を追加することを検討してください。
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•ユーザが一般的でないニックネームで知られている（たとえば、ユーザの名前はWilliamだ
が、ニックネームは Buddyである）。

•ユーザが別の名前で知られている（たとえば、ミドルネームまたは旧姓）。

•ユーザの名前の発音が文字通りの発音と異なる（たとえば、名前が Janetで発音が「Jah-nay」
の場合、ユーザの別名として発音スペリングの「Jahnay」を追加します）。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページで、[ユーザの別名]の下にユーザの別名を入力します。

ステップ 3 新しいユーザの別名を追加するには、[行の追加]を選択し、ステップ 2を繰り返します。

ステップ 4 [保存]を選択します。

代行用デバイスの追加
使用する他のデバイス（ポケットベル、携帯電話、自宅の電話、別の勤務先電話など）に関する

情報を、Cisco Unity Connectionの設定に追加できます。この機能によって、代行用デバイスから
Connectionへの電話がより便利になります。これは、プライマリ内線番号から電話をかける場合
と同じようにシステムが番号を認識し、動作するためです。

Connectionの管理者は、プライマリ内線番号の他に、代行用デバイスを追加できます。最大で 10
台の代行用デバイスを追加し、管理者が定義した代行用デバイスをすべて表示できます。

代行用デバイスの一覧に含まれない電話番号からサインインすると、その番号を追加するかど

うか尋ねられます。番号の追加を選択すると、プライマリ内線番号から電話をかける場合と

同じように Connectionがその番号を認識し、動作します。番号の追加を選択しないと、追加
について再度尋ねられることはありません。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [個人設定]ページの [代行用デバイス]セクションで、[ユーザが定義したデバイス]テーブルの [行
の追加]を選択します。

ステップ 3 [名前]フィールドにデバイスの説明を入力します（たとえば、「勤務先携帯電話」または「個人
用携帯電話」のように入力できます）。

ステップ 4 [番号]フィールドに、30文字以内でデバイスの内線番号または電話番号を入力します。
[ユーザが定義したデバイス]テーブルに数字を入力する場合、次の点に注意してください。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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•追加した各電話番号は一意である必要があります。Connectionは、他のユーザに割り当てら
れた番号（プライマリ内線番号または代行用デバイス）、または他の Connectionエンティ
ティ（システム同報リストなど）に割り当てられた番号を受け入れません。

•番号には 0～ 9の数字を使用します。追加の数字または文字が必要かどうかをConnectionの
管理者に問い合わせます。

正しい電話番号の形式を確認するには、代行用デバイスから勤務先電話に発信し、

勤務先電話の発信者 ID領域で、その電話番号に表示される追加の数字と文字に注
意します。

ヒント

• SIP URLの有効なエイリアスを入力することもできます。たとえば、URLが
SIP:aabade@cisco.comの場合、「aabade」と入力します。詳細については、Connectionの管
理者に問い合わせてください。

ステップ 5 他のデバイスを追加するには、[行の追加]を選択して、ステップ2とステップ3を繰り返します。

ステップ 6 [保存]を選択します。入力した代行用デバイスがすべてアクティブになります。

代行用デバイスの詳細設定の変更
代行用デバイスには、カスタマイズ可能な詳細設定がいくつかあります。各代行用デバイスは、

デフォルトで、プライマリ内線番号用に設定されたものと同じ設定を使用します。

Cisco Unity Connectionへの発信に使用する各代行用デバイスの設定を変更できます。たとえば、
携帯電話から発信するときの入力方法はボイスコマンドで、勤務先電話から発信するときには電

話のキーパッドを使用するなど、各デバイスで設定を変えることができます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページの [代行用デバイス]セクションで、[ユーザが定義したデバイス]テーブルの [詳細設
定]カラムにある、変更対象のデバイスの [編集]を選択します。
[代行用デバイスの詳細設定]が新しいブラウザウィンドウで開きます。

ステップ 3 [設定]カラムで、変更する設定のチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [代行用デバイスの値]カラムで、目的の動作になるようにデバイスの設定値を変更します。

ステップ 5 [保存]を選択します。

ステップ 6 [代行用デバイスの詳細設定]のブラウザウィンドウを閉じます。
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複数の電話のボイスメールを 1 つのメールボックスに統
合するためのタスクリスト

応答しない場合に複数の電話（仕事用の携帯電話と個人の携帯電話など）をCiscoUnityConnection
に転送するよう設定すると、すべてのボイスメッセージが 1つのメールボックスに集められま
す。

Connectionに転送するように携帯電話が設定されている場合、発信者はグリーティングを聞いて、
Connectionメールボックスにメッセージを残すことができます。この方法は、プライマリ内線番
号に応答しなかった場合と同じです（転送の設定は、Connectionではなく、電話そのもので行い
ます）。

Connectionに転送するように携帯電話を設定するには、ここに示す順序で次のタスクを実行しま
す。

1 携帯電話を代行用デバイスとして追加します。代行用デバイスの追加, （9ページ）を参照
してください。

2 勤務先電話番号に転送するように携帯電話を設定します。これは、Connection上のプライマリ
内線番号に対応する必要があります。電話会社から提供される操作手順を参照してください。

電話の操作手順を提供されていない場合は、「電話の転送」と電話会社の名称をペアにしてイ

ンターネットで検索してください。携帯電話を Cisco Unity Connectionに転送する設定, （11
ページ）も参照してください。ここでは一般的な操作手順を紹介していますが、手順は電話機

によって異なります。

3 携帯電話に別の電話から発信し、転送をテストします。Connectionメールボックスに転送され
ます。

コールは最初に携帯電話に、次に勤務先電話に送信されるため、メールボックスに到達するま

でに、発信者に多くの呼び出し音が聞こえることがあります。

携帯電話を Cisco Unity Connection に転送する設定
ここでは一般的な手順を紹介しますが、手順は電話機によって異なります。電話会社から提供さ

れる操作手順を参照してください。

手順

ステップ 1 携帯電話で、[設定]オプションを選択します。

ステップ 2 [電話の設定]を選択します。

ステップ 3 [電話の転送]を選択します。

ステップ 4 適切な転送オプションを選択します。

すべての電話を転送するのは推奨できません。次の条件で転送するのが一般的です。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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•電話が通話中の場合。

•電話に出られない場合。

•電話が圏外または使用できない場合（たとえば、電源が入っていないなど）。

ステップ 5 画面のメッセージに従い、Connection上のプライマリ内線番号に対応する勤務先電話番号を入力
します。

ディレクトリ登録ステータスの変更
社内の Cisco Unity Connectionの設定状態によっては、自分の情報をディレクトリに登録するかど
うかを選択できます。ユーザがディレクトリに登録されていると、ユーザの内線番号を知らない

発信者は、ユーザの名前で検索することによってユーザに到達できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [個人]を選択します。

ステップ 2 [設定]ページの [ディレクトリ登録]セクションで、[電話ディレクトリに登録]チェックボックス
をオンにすると、一覧に登録されます。

または

[電話ディレクトリに登録]チェックボックスをオフにすると、一覧から除外されます。

ステップ 3 [保存]を選択します。

   Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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第 4 章

Cisco Unity Connection の暗証番号とパスワー
ドの変更

• Cisco Unity Connectionの暗証番号とパスワードについて, 13 ページ

• 暗証番号の変更, 14 ページ

• Cisco PCAパスワードの変更, 15 ページ

Cisco Unity Connection の暗証番号とパスワードについて
電話で Cisco Unity Connectionにサインインするには暗証番号を使用します。 Cisco Personal
Communications Assistant（PCA）のWebサイトにサインインして Connection Webルールにアクセ
スするためのパスワードもあります。

Connection管理者から指定された最初の暗証番号とパスワードは変更することを推奨します。

電話による初回登録ガイダンス時に最初の暗証番号を変更するよう指示がありますが、これは

Cisco PCAにサインインする際に使用する最初のパスワードを変更するものではありません。こ
れらのパスワードはMessaging Assistant Webツールで変更します。

コンピュータのサインインパスワードを Cisco PCAパスワードとして使用するように Cisco
Unity Connectionシステムを設定することも可能です。 Connectionシステムをこのように設定
すると、Messaging Assistantで Cisco PCAパスワードを変更できなくなります。

（注）

MessagingAssistantでは、暗証番号も変更できます。ただし、変更する場合は、既存の暗証番号を
入力する必要がないので、Cisco PCAと外部サービスのアカウントでパスワードを安全に保つた
めに必要な措置を取ってください。

Connectionメールボックスを不正アクセスから保護するには、暗証番号とパスワードを変更する
際に、Connection管理者から提供されるセキュリティガイドラインに従ってください。一般に、
パスワードは短い方が使いやすいのですが、長くて複雑なパスワードを指定した方がより安全で

す。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
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次の表に、Connectionの複雑な暗証番号とパスワードの特性を示します。

暗証番号 •プライマリ内線番号やそれを逆にしたものを含めることはできない。

•少なくとも 3つの異なる数字が必要。

•数字全体を昇順また降順の連続（たとえば 12345や 54321）にすることはでき
ない。

• 1つの数字を 3回以上続けて使用できない（たとえば 14777）。

• 3桁以上の数字を繰り返し使用することはできない（たとえば 408510408）。

•名、姓、またはそれらの組み合わせを数値に直して使用することはできない
（たとえば、名前が John Doeの場合、johnd、johndoe、jdoe、または doeを数
字に直して使用することはできない）。

パスワード •パスワードに、大文字、小文字、数値、および記号のうち、少なくとも3つの
文字が含まれている。

•ユーザ名やそれを逆にしたものを含めることはできない。

•プライマリ内線番号やそれを逆にしたものを含めることはできない。

• 1つの文字を 4回以上続けて使用できない（たとえば !cooool）。

•昇順または降順の、すべて連続する文字（abcdef、fedcbaなど）が使用されて
いない。

暗証番号の変更
暗証番号は、メッセージのプライバシーを保護します。また、不正アクセスから Cisco Unity
Connectionメールボックスを保護します。暗証番号はいつでも変更できます。

暗証番号を忘れた場合は、Messaging Assistant Webツールを使用して変更します。これを使用
すれば、既存の暗証番号を入力しなくても暗証番号を変更できるためです。

ヒント

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[パスワード]メニューの [暗証番号変更]を選択します。

ステップ 2 [暗証番号]ページで、新しいパスワードを入力し、確認のためにもう一度入力します。 0～ 9の
数字を使用します。

ステップ 3 [保存]を選択します。
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Cisco PCA パスワードの変更
パスワードにより、Cisco Personal Communications Assistant（PCA）Webサイトに対するアクセス
が保護されます。

電子メールアプリケーションを使用してボイスメッセージにアクセスする際、アプリケーション

は、Cisco Unity Connectionのユーザ名と Cisco PCAパスワードを使用して Connectionアカウント
にアクセスします。Messaging Assistantで Cisco PCAパスワードを変更する場合は、電子メール
アプリケーションでもパスワードをアップデートして、アプリケーションが引き続き Connection
アカウントにアクセスできるようにします。

コンピュータのサインインパスワードを Cisco PCAパスワードとして使用するように Cisco
Unity Connectionシステムを設定することも可能です。 Connectionシステムをこのように設定
すると、Messaging Assistantで Cisco PCAパスワードを変更できなくなります。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[パスワード]メニューの [Cisco PCAパスワードの変更]を選択します。

ステップ 2 [Cisco PCAパスワード]ページで、現在のパスワードを入力します。

ステップ 3 新しいパスワードを入力し、確認のためにもう一度入力します。

ステップ 4 [保存]を選択します。
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15

Cisco Unity Connection の暗証番号とパスワードの変更
Cisco PCA パスワードの変更



   Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
16

Cisco Unity Connection の暗証番号とパスワードの変更
Cisco PCA パスワードの変更



第 5 章

Cisco Unity Connection カンバセーションの設
定の変更

• カンバセーションの設定について, 17 ページ

• Connectionカンバセーションの言語の変更, 17 ページ

• メニュースタイルの変更, 18 ページ

• Connectionカンバセーションの音量の変更, 18 ページ

• Connectionカンバセーションの速度の変更, 19 ページ

• メッセージのタイムスタンプに使用する時間フォーマットの変更, 19 ページ

• 電話の入力方法の変更, 20 ページ

• サインインするときに Connectionが再生する情報の変更, 20 ページ

• メッセージの宛先と送信先の設定の変更, 21 ページ

カンバセーションの設定について
カンバセーションの設定では、再生されるメッセージや、電話でどのようにCiscoUnityConnection
と対話するかを制御します。この設定をメッセージ再生の設定と組み合わせて使用すれば、

Connectionカンバセーションのさまざまな機能をカスタマイズできます。

Connection カンバセーションの言語の変更
この設定は、Cisco Unity Connectionカンバセーションで再生される言語を指定します（発信者に
対して再生される Connectionカンバセーションの言語は、Connectionの管理者が設定します）。
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手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [言語]リストで、Connectionカンバセーションに使用する言語を選択し
ます。

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

メニュースタイルの変更
電話の入力方法を電話のキーパッドにした場合、標準ガイダンスまたは簡易ガイダンスのいずれ

かを聞くことができます。標準ガイダンスは理解しやすいインストラクションを提供するもので

あり、簡易ガイダンスは標準ガイダンスの簡易版です。入力方法をボイスコマンドにした場合

は、標準ガイダンスしか聞くことができません。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [タッチトーンメニュースタイル]リストから、使用するガイダンスタ
イプを選択します。

説明オプション

Connectionが理解しやすいインストラクションを再生します。
Connectionの新規ユーザの場合はこちらを使用します。

[標準ガイダンス]

Connectionが標準ガイダンスの簡易版を再生します。操作に慣れ
たユーザの場合は、このスタイルを使用します。

[簡易ガイダンス]

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

Connection カンバセーションの音量の変更
Cisco Unity Connectionカンバセーションでのプロンプト、録音名、またはユーザグリーティング
の再生音量のレベルを設定できます。

ここで設定した音量は、メッセージの再生の音量には反映されません。（注）
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手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [ガイダンス音量]リストで、Connectionカンバセーションの再生に使用
するレベルを選択します。

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

Connection カンバセーションの速度の変更
Cisco Unity Connectionカンバセーションでのプロンプト、録音名、またはユーザグリーティング
の再生速度を設定できます。

ここで設定した速度は、メッセージの再生速度には反映されません。（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [ガイダンス速度]リストで、Connectionカンバセーションの再生に使用
するレベルを選択します。

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

メッセージのタイムスタンプに使用する時間フォーマッ

トの変更
メッセージを電話で聞くときに再生されるメッセージのタイムスタンプの時間フォーマットを選

択できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [時間フォーマット]リストから、使用する時間フォーマットを選択しま
す。
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説明オプション

午後 1:00に残されたメッセージのタイムスタンプは「午後 1時」
と再生されます。

[12時間制]

午後 1:00に残されたメッセージのタイムスタンプは「13時」と再
生されます。

[24時間制]

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

電話の入力方法の変更
電話で Cisco Unity Connectionにアクセスするときは、使用する入力方法を選択できます。

•電話のキーパッドを使用して、メッセージや設定を管理する。

•電話のキーパッドを使用するだけでなく、ボイスコマンドを使用してメッセージや設定を管
理する。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 [電話メニュー]ページの [入力方法]フィールドで、適切なスタイルを選択します。

説明オプション

電話のキーパッドを使用する場合に選択します。[キーパッドのみ]

ボイスコマンドを使用する場合に選択します。[音声認識]

ステップ 3 [保存]を選択します。

サインインするときに Connection が再生する情報の変更
電話でサインインするときに Cisco Unity Connectionが再生する情報を制御できます。

• Connectionが録音名を再生するかどうかを選択できます。

•オプショングリーティングが有効になっている場合、そのことをConnectionから通知される
ようにするかどうかを指定できます。
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•メッセージを確認するときに、Connectionで合計数を案内するメッセージのタイプを選択で
きます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 Connectionを呼び出してサインインするときに、自分の録音名を聞くには、[電話メニュー]ペー
ジの [サインイン後に再生]セクションで [録音名を再生する]チェックボックスをオンにします。

ステップ 3 オプショングリーティングがオンのときにConnectionがユーザに通知するようにするには、[オプ
ショングリーティング通知の再生]チェックボックスをオンにします。

ステップ 4 [新規メッセージ再生時にアナウンス]セクションで、アナウンスするメッセージ数の種類によっ
て、次のうちいずれかのチェックボックスをオンにします。

説明オプション

Connectionがすべてのメッセージ（ボイスメッセージ、電子メー
ル、および開封確認）の合計数をアナウンスします。

[開封済み総メッセージ数]

Connectionがボイスメッセージ数をアナウンスします。[ボイスメッセージ数]

Connectionが電子メールメッセージ数をアナウンスします

（電子メール数は [電話メニュー]ページで提供されますが、
Connectionはテキスト/スピーチオプションも使用可能なユーザ
についてだけ電子メールを再生します）。

[電子メールメッセージ数]

Connectionがファクス数をアナウンスします。[ファクス数]

Connectionが開封確認の数をアナウンスします。[開封確認数]

ステップ 5 Connectionで、すべての開封済みメッセージ（ボイスメッセージ、電子メール、および開封確認）
の合計数をアナウンスする場合は、[開封済みメッセージ再生時にアナウンス]セクションの [開封
済み総メッセージ数]チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [保存]を選択します。

メッセージの宛先と送信先の設定の変更
CiscoUnityConnectionでは、電話のインプットスタイルが電話のキーパッド（[キーパッドのみ]）
に設定されている場合、メッセージの宛先に別のユーザを指定するときは、次のどちらかの操作

を行います。

•ユーザ名を入力する。
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•ユーザの内線番号を入力する。

電話でメッセージの宛先を指定するときに # #を押すことで、名前の入力と番号の入力を切り替
えられる場合があります。これは、選択したメッセージの宛先指定設定には依存しません。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [電話メニュー]を選択します。

ステップ 2 選択した名前を聞いて確認する場合は、[電話メニュー]ページの [メッセージの宛先を指定して送
信する間]セクションで [受信者を名前で確認する]チェックボックスをオンにします。

ボイスコマンド（[音声認識]入力方法）を使用している場合は、確認のため常に受信者
名が再生されます。

（注）

ステップ 3 メッセージを複数の受信者に送信または転送するときに、各受信者の後に名前を追加する場合は、

[各受信者の後に名前を追加する]チェックボックスをオンにします。
ボイスコマンド（[音声認識]入力方法）を使用している場合は、常に名前の追加につい
ての確認が行われます。

（注）

ステップ 4 メッセージの宛先指定時に [受信者の入力方法]フィールドで、ユーザ名を入力するか内線番号を
入力するかをオプションで選択します。

この設定はボイスコマンド（[音声認識]入力方法）を使用している場合には適用されま
せん。

（注）

ステップ 5 [電話が切断されたとき、または自分が切断したとき]フィールドで、適切なオプションを選択し
ます。

説明オプション

次のような状況で電話が切断された場合、メッセージは送信されます。

•メッセージに返信またはメッセージを送信しようとしているとき（メッ
セージに少なくとも1人の受信者が指定されていて、録音メッセージの
長さが 1秒より長い場合）。これは、録音が終わっていない、または
メッセージの宛先指定が終わっていない場合でもメッセージが送信され

ることを意味します。

•メッセージを転送しようとしているとき（メッセージに少なくとも1人
の受信者が指定されている場合）。これは、音声コメントの録音が終

わっていない、またはメッセージの宛先指定が終わっていない場合でも

メッセージが送信されることを意味します。

[メッセージを送
信]

#を押してメッセージの送信準備の完了を確定するまで、メッセージは送信
されません。メッセージを送信する前に電話が切断された場合、メッセージ

は送信されずに削除されます。

[メッセージの削
除]

ステップ 6 [保存]を選択します。
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第 6 章

メッセージ再生の設定の変更

• メッセージ再生の設定について, 23 ページ

• メッセージ確認時に再生される情報, 23 ページ

• 電話で聞くすべてのメッセージの再生音量の変更, 24 ページ

• コンピュータのスピーカーで聞くすべてのメッセージの再生音量の変更, 24 ページ

• 電話で聞くすべてのメッセージの再生速度の変更, 25 ページ

• コンピュータのスピーカーで聞くすべてのメッセージの再生速度の変更, 25 ページ

• メッセージの再生順序の変更, 26 ページ

• メッセージの前後に Cisco Unity Connectionが再生する情報の変更, 27 ページ

• 電話切断時の Connectionによるメッセージ処理方法の変更, 28 ページ

• Connectionによるメッセージの削除確認を行うかどうかの変更, 29 ページ

メッセージ再生の設定について
メッセージ再生の設定では、電話でメッセージを確認したときに何が再生されるかを制御します。

メッセージ再生の設定を電話メニューの設定と組み合わせて使用すれば、Cisco Unity Connection
カンバセーションのさまざまな機能をカスタマイズできます。

メッセージ確認時に再生される情報
電話でサインインすると、Cisco Unity Connectionは録音した名前を再生し、新しいメッセージお
よび開封済みメッセージの数をアナウンスします。メッセージの数に続いて、Connectionはメイ
ンメニューを再生します。
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新しいメッセージまたは古いメッセージのどちらかを再生するように選択すると、Connectionに
より、Messaging Assistant Webツールで指定した順序でメッセージが再生されます（まず、メッ
セージタイプおよび緊急性の順で、次にメッセージの送信時刻の順になります）。

メッセージと送信者に関する情報は、メッセージを残したのが別のユーザか、身元不明発信者か

によって異なります。

メッセージ番号、タイムスタンプ、およびメッセージを残したユーザの

録音した名前または内線番号（あるいはその両方）が再生されます。

Connectionユーザ

メッセージ番号およびタイムスタンプが再生されます。身元不明発信者

発信者の電話番号が使用可能で、再生するように設定されている場合

は、発信者の電話番号も再生されます。

メッセージの再生前後に、メッセージとメッセージ送信者に関して Connectionが再生する情報を
指定できます。

電話で聞くすべてのメッセージの再生音量の変更
このセクションの手順では、電話でメッセージを確認するときの、再生音量を変更します。

ここで設定した音量は、CiscoUnityConnectionカンバセーション、録音名、ユーザグリーティ
ングの音量には反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 [メッセージ再生の設定]ページの [メッセージ音量]リストで、メッセージの再生に使用するレベ
ルを選択します。

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

コンピュータのスピーカーで聞くすべてのメッセージの

再生音量の変更
このセクションの手順では、コンピュータのスピーカーでメッセージを聞くときの、再生音量を

変更します。
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ここで設定した音量は、CiscoUnityConnectionカンバセーション、録音名、ユーザグリーティ
ングの音量には反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、MediaMasterを含む任意のページに移動します（たとえば、[設定]メニュー
の [個人]を選択し、[録音名]フィールドのMedia Masterコントロールバーを使用します）。

ステップ 2 必要に応じて、Media Masterの [音量]スライダをドラッグして再生音量を調節します。

電話で聞くすべてのメッセージの再生速度の変更
このセクションの手順では、電話でメッセージを確認するときの、すべてのメッセージまたは個々

のメッセージの再生速度を変更します。

ここで設定した速度は、CiscoUnityConnectionカンバセーション、録音名、ユーザグリーティ
ングの速度には反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 [メッセージ再生の設定]ページの [メッセージ再生速度]リストで、メッセージの再生に使用する
レベルを選択します。

ステップ 3 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

コンピュータのスピーカーで聞くすべてのメッセージの

再生速度の変更
このセクションの手順では、コンピュータのスピーカーでメッセージを聞くときの、すべてのメッ

セージまたは個々のメッセージの再生速度を変更します。
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ここで設定した速度は、CiscoUnityConnectionカンバセーション、録音名、ユーザグリーティ
ングの速度には反映されません。

（注）

手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、MediaMasterを含む任意のページに移動します（たとえば、[設定]メニュー
の [個人]を選択し、[録音名]フィールドのMedia Masterコントロールバーを使用します）。

ステップ 2 必要に応じて、Media Masterの [スピード]スライダをドラッグして再生速度を調節します。

ステップ 3 [再生]を選択して、コンピュータのスピーカーで聞くすべてのメッセージの速度設定を保存しま
す。

メッセージの再生順序の変更
新しいメッセージ、開封済みメッセージ、および削除済みメッセージの再生順序は、カスタマイ

ズ可能です。新しいメッセージおよび開封済みメッセージの場合、再生設定を使用して、メッ

セージをメッセージタイプ（たとえば、ボイスメッセージまたは電子メールメッセージ）およ

び緊急性の順に並べ替えることができます。たとえば、緊急ボイスメッセージに続いて緊急ファ

クスが再生され、次に通常のボイスメッセージが再生されるように、Cisco Unity Connectionを設
定できます。

タイプ別に、新しいメッセージおよび開封済みメッセージのデフォルトの再生順序を示します。

•ボイスメッセージ：緊急、通常

•ファクスメッセージ：緊急、通常

•電子メールメッセージ：緊急、通常

•開封確認と通知

デフォルトの再生順序は、新しいメッセージでは最も新しいメッセージを最初に再生します。開

封済みメッセージおよび削除済みメッセージでは、最も古いメッセージを最初に再生します。

削除済みメッセージは、タイプ別には並べ替えられないため、最も新しいメッセージと最も古い

メッセージのどちらを先に再生するかだけを指定できます。
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手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 [メッセージ再生]ページの [新しいメッセージの再生順序]セクションで、[上へ移動]ボタンおよ
び [下へ移動]ボタンを使用して、メッセージタイプを再生する順序に並べ替えます。

ステップ 3 [受信日時による並び替え]リストで、[新しいメッセージ順]または [古いメッセージ順]を選択し
てすべての新しいメッセージの順序を指定します（特定のメッセージタイプの再生はできないこ

とに注意してください）。

ステップ 4 [開封済みメッセージ再生順序]セクションで、[上へ移動]ボタンおよび [下へ移動]ボタンを使用
して、メッセージタイプを再生する順序に並べ替えます。

ステップ 5 [受信日時による並び替え]リストで、[新しいメッセージ順]または [古いメッセージ順]を選択し
てすべての開封済みメッセージの順序を指定します

ステップ 6 [削除済みメッセージ再生順序]セクションで、[新しいメッセージ順]または [古いメッセージ順]
を選択し、すべての削除済みメッセージの再生順序を指定します。

ステップ 7 ページの下までスクロールし、[保存]を選択します。

メッセージの前後に Cisco Unity Connection が再生する情
報の変更

メッセージプロパティは、メッセージに関する情報です。 Connectionが再生する情報を、メッ
セージプロパティのすべて、またはいくつかを組み合わせて指定できます。何も再生しないよう

に指定することもできます。

デフォルト設定の場合、Connectionは、送信者情報、メッセージ番号、およびメッセージの送信
時間を再生します。

開封確認については情報が若干異なります。複数の受信者が存在する場合、Connectionは開封
確認のタイムスタンプと理由を受信者リストの前に再生します。受信者が 1人だけの場合、
Connectionは開封確認のタイムスタンプと理由を受信者名の後に再生します。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 [メッセージ再生]ページで、下にスクロールして [各メッセージの再生前にアナウンス]セクショ
ンに移動します。各メッセージの前にConnectionがどのような情報を再生するかを指定するには、
次のチェックボックスをオンまたはオフにします。

Cisco Unity Connection Messaging Assistant Web ツールユーザガイド（リリース 10.x）
27

メッセージ再生の設定の変更

メッセージの前後に Cisco Unity Connection が再生する情報の変更



説明オプション

利用可能な場合は、メッセージの再生前に、Connectionによって、メッセー
ジ送信者の名前が再生されます。身元不明発信者の電話番号（利用可能な

場合）、またはメッセージを送信したユーザの内線番号が再生される場合

もあります。

[送信者情報]

メッセージの再生前に、Connectionによって、メッセージの通し番号が案
内されます（たとえば、「1番目のボイスメッセージです ... 2番目のボイ
スメッセージです ...」）。

Messaging Assistantのメッセージカウントをオフにすることもで
きますが、メッセージ番号がわかると、メッセージ番号を入力し

てメッセージをスキップできるので便利です。

ヒント

[メッセージ番号]

これはタイムスタンプです。Connectionによって、メッセージが送信され
た曜日、日付、時刻が案内されます（メッセージの再生前および再生後、

またはそのどちらかにこの情報が Connectionで再生されるよう指定できま
す）。

[メッセージ送信時
刻]

ステップ 3 各メッセージの再生後にConnectionがメッセージのタイムスタンプを再生するかどうかを指定す
るには、[各メッセージの再生後にアナウンス]セクションで、[メッセージ送信時刻]チェックボッ
クスをオンまたはオフにします。

ステップ 4 [保存]を選択します。

電話切断時の Connection によるメッセージ処理方法の変
更

メッセージ本文にアクセスしてメッセージの処理方法を指定する前に電話を切断した場合（また

は切断された場合）の処理として、メッセージに新規マークを付けて残す、または保存済みマー

クを付けて残すのいずれかを選択できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 [メッセージ再生]ページの [メッセージ再生中に切断された時、またはユーザが切断した時]セク
ションで、適切なオプションを選択します。

説明オプション

メッセージに開封済みマークを付けます。新規メッセージのマーク:開封済み
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説明オプション

メッセージに新規マークを付けます。新規メッセージのマーク:新規

ステップ 3 [保存]を選択します。

Connection によるメッセージの削除確認を行うかどうか
の変更

新しいメッセージまたは開封済みメッセージを電話で削除するときに、Cisco Unity Connectionで
確認するかどうかを選択できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [メッセージ再生]を選択します。

ステップ 2 Connectionによる確認を有効にするには、[メッセージ再生]ページの [メッセージを削除するとき]
セクションで、[新規および保存済みメッセージの削除を確認する]チェックボックスをオンにし
ます。

Connectionによる確認が不要な場合は、このチェックボックスをオフにします。

ステップ 3 [保存]を選択します。
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第 7 章

着信転送と発信者名確認の設定の変更

• 着信転送ルールの概要, 31 ページ

• 着信転送の設定の変更, 32 ページ

• 通話保留の設定の変更, 33 ページ

• 通話の発信者名確認の設定の変更, 34 ページ

• 発信者のメッセージ設定の変更, 35 ページ

着信転送ルールの概要
着信転送ルールは、直接ダイヤルしていない発信者（たとえば、ディレクトリを使用した発信）

からの間接コールを Cisco Unity Connectionでどのように処理するかを制御するルールです。直接
コール（個人の電話番号をダイヤルして外部の発信者や他のユーザが電話をかけた場合）に対し

ては、Connectionの転送ルールは適用されません。

間接コールに応答することも、間接コールをすぐにボイスメールにルーティングすることもでき

ます。

自分の内線への直接コールに着信転送を設定するには、Connectionの管理者に問い合わせてく
ださい。卓上電話機や社内で使用されている電話システムでも、直通電話の処理に使用可能

な転送機能を提供している場合があります。

ヒント

次に、3つの基本転送ルールとそのしくみについて説明します。 Connectionでは、使用可能にし
た基本転送ルールが適切な状況において適用されます。ただし、一部の転送ルールは他の転送ルー

ルより優先されます。

標準転送ルール

この基本転送ルールは、Cisco Unity Connection管理者が指定した会社の営業時間内、または他の
転送ルールがすべて使用不能な状況において適用されます。設計上、標準転送ルールは無効にす

ることができません。
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オプション転送ルール

特定の期間内だけその他の転送ルールを無効にする場合は、この基本転送ルールを有効にします。

たとえば、オフィスを不在にしている間にすべてのコールを直接ボイスメールにルーティングす

る場合や一時的に別の場所で作業をしているときにコールを別の内線番号に転送する場合です。

オプション転送ルールは、有効になっている限り、他の転送ルールより優先されます。

時間外転送ルール

Connectionの管理者が指定した会社の営業時間外に、異なる転送処理が実行されるようにする場
合は、この基本転送ルールを有効にします（たとえば、会社の営業時間外にすべてのコールを直

接ボイスメールにルーティングする場合です）。時間外転送ルールは、有効になっている限り、

営業時間外の標準転送ルールより優先されます。

着信転送の設定の変更
着信転送の設定によって、間接コールを自分の内線に転送するか、指定した別の内線または電話

番号に転送するかを選択できます。あるいは、そのままボイスメールに転送できます。ボイスメー

ルに転送すると、電話は鳴りません。電話をボイスメールに転送しておくと、発信者は電話の応

答を待つ必要がなくなり、グリーティングがすぐに再生されます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [着信転送と発信者名確認]を選択します。

ステップ 2 [転送ルール]テーブルで、設定を変更する基本転送ルールを選択します。

ステップ 3 [この基本ルールがアクティブな場合]フィールドがページの上部に表示された場合は、適切なオ
プションを選択します。

説明オプション

この基本転送ルールをアクティブにすると、このページの設定が適用

されます。

[このページの基本設定を
適用]

この基本転送ルールをアクティブにすると、このページの設定は無視

され、パーソナル着信転送ルールが適用されます。

このオプションは、パーソナル着信転送ルールWebツール
にアクセスできる場合に限り使用可能です。

（注）

このオプションを使用する場合は、最初にパーソナル着信転送ルール

Webツールでパーソナル着信転送ルールセットを設定します。ルー
ルセットが設定されていない場合、すべての電話がプライマリ内線

番号に転送されます。

[パーソナル着信転送ルー
ルを適用]

ステップ 4 [ステータス]フィールドで、ルールを無効にするか、有効にするか、終了日時設定とともに有効
にするかのいずれかを選択します。標準転送ルールは無効にすることができません。

ステップ 5 [転送先]フィールドで、電話の転送先を選択します。
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説明オプション

自分の内線番号に転送されます。[内線番号 <自分の内線番号>]

テキストボックスに入力した番号に転送されます（自宅や

携帯電話など、外線番号に転送する場合は、Connectionの管
理者に問い合わせてください）。

[別の電話番号]

電話を呼び出すことなく、ボイスメールに直接転送されま

す。

[パーソナルグリーティング]

Connectionが自分の内線番号またはボイスメールに転送するように指定済みの場合で
も、テキストボックスで転送先の番号を編集できるので便利です。テキストボックス

の横にあるオプションボタンを選択した場合に限り、Connectionはテキストボックス
内の番号に転送します。

ヒント

ステップ 6 [保存]を選択します。

通話保留の設定の変更
間接コールに内線で応答するように基本転送ルールが設定されている場合は、その内線が通話中

のときに Cisco Unity Connectionで電話を処理する方法を指定できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [着信転送と発信者名確認]を選択します。

ステップ 2 [転送ルール]テーブルで、設定を変更する基本転送ルールを選択します。

ステップ 3 [転送先]フィールドで、[内線番号 <自分の内線番号>]を選択します。

ステップ 4 自分の内線が通話中のときの Connectionの電話の処理方法を、[自分のデバイスが話中の場合]リ
ストで選択します。

説明オプション

グリーティングが生成され、発信者にメッセージを残

すように求めます。

[発信者をボイスメールに転送する]

発信者が保留され、メッセージを残すかどうかは質問

されません。

[発信者を保留にする]
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説明オプション

保留するかメッセージを残すかを発信者が選択できる

ようにします。

[保留して良いかを発信者に問い合わせ
る]

ステップ 5 [保存]を選択します。

通話の発信者名確認の設定の変更
Cisco Unity Connectionで間接コールの発信者名確認をするように選択できます。 Connectionは、
発信者の名前を尋ね、その名前を再生してから通話を接続することができます。また、通話の接

続時に通知したり、電話に出るかまたはボイスメールに転送して発信者にメッセージを残しても

らうかを選択することもできます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [着信転送と発信者名確認]を選択します。

ステップ 2 [転送ルール]テーブルで、設定を変更する基本転送ルールを選択します。

ステップ 3 [着信時の発信者確認]セクションで、1つまたは複数のチェックボックスをオンにして、発信者名
確認のオプションを設定します。

説明オプション

着信コールの接続時に通知します。[通話接続時に通知する]

内線番号に関連付けられている名前を再生します。複数

の人が電話を共有している場合は、この設定を使用しま

す。

[通話の宛先を通知する]

電話に出るか、発信者にメッセージを残してもらうかを選

択できるようにします。

[電話を取るか確認する]

発信者の名前を録音し、着信を接続する前に再生します。[発信者に自分の名前を録音してもら
う]

次の考慮事項に注意してください。

•電話を共有している誰かに対する着信を拒否する場合、[通話の宛先を通知する]チェックボッ
クスと [電話を取るか確認する]チェックボックスの両方をオンにします。

•発信者の身元に基づいて電話に出るか拒否するかを選択するには、[電話を取るか確認する]
チェックボックスと [発信者に自分の名前を録音してもらう]チェックボックスの両方をオン
にします。
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電話に出る場合、Connectionによって着信が接続されます。電話に出ない場合は、Connectionに
よってボイスメールに転送されます。

ステップ 4 [保存]を選択します。

発信者のメッセージ設定の変更
発信者のメッセージ設定では、発信者がメッセージを残すときに可能な操作を選択できます。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[設定]メニューの [着信転送と発信者名確認]を選択します。

ステップ 2 必要に応じて、次のいずれか、または両方のオプションのチェックボックスをオンまたはオフに

します。

説明オプション

発信者は、メッセージの再生、追加、再録音、または削

除を選択するよう案内されます。

[メッセージを聞いて再録音する]

発信者は、メッセージに緊急のマークを付けるかどうか

尋ねられます。

[メッセージを緊急にする]

ステップ 3 [保存]を選択します。
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第 8 章

個人のグリーティングの管理

• 個人のグリーティングについて, 37 ページ

• 個人のグリーティングの変更, 39 ページ

• ユーザがビデオグリーティングを再生するには, 40 ページ

個人のグリーティングについて
Cisco Unity Connectionでは、個人のグリーティングを最大 6つ録音できます。必要な数のグリー
ティングを有効にして、それぞれの有効期間を指定できます。

多言語システムの場合、複数の言語（デフォルトの言語とそれ以外のシステムで利用可能な言語）

で個人のグリーティングを再生するオプションを選択できます。デフォルト以外の言語のグリー

ティングを管理する場合は、電話のキーパッドを使用します。ボイスコマンドは使用できませ

ん。

次に、6つの個人のグリーティングとそのしくみについて説明します。 Connectionでは、使用可
能にしたグリーティングが適切な状況で再生されます。ただし、一部のグリーティングは他のグ

リーティングより優先されます。

オプショングリーティング

休暇中などの特別な状況を知らせたいときに、特定の期間内だけ再生する場合は、オプショング

リーティングを使用可能にします（たとえば、「<date>までオフィスにいません」）。有効に
なっている場合、オプショングリーティングは他のどのグリーティングよりも優先されます。

電話を呼び出すことなくグリーティングに発信者を転送するかどうか、発信者がグリーティング

をスキップできるかどうか、およびオプショングリーティングが使用可能なときに発信者がメッ

セージを残せるかどうかは、Connectionの管理者が指定します。Messaging Assistant Webツール
の [オプショングリーティング]ページには、管理者が使用可能にしている発信者オプションが示
されます（ある場合）。外部の発信者や他のConnectionユーザが内線をダイヤルして直接電話を
かけた場合、発信者オプションは適用されません。
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他のConnectionユーザが電話でメッセージを送信した場合、そのユーザにはオプショングリー
ティングが再生されません。オプショングリーティングを使用可能にするだけでなく、録音

名を変更して、不在であることを示す情報を追加することを検討してください。録音名は、

他のユーザがメッセージの宛先としてその名前を指定したとき、またディレクトリでその名前

を検索したときに再生されます。

ヒント

オプショングリーティングをオンにすると、Cisco PCAのホームページにリマインダが表示され
ます。電話でサインインした後、オプショングリーティングが有効になっていることを知らせる

ように Connectionを設定することもできます。

通話中グリーティング

通話中であることを示す場合は、通話中グリーティングを使用可能にします（たとえば、「現在

別の電話に出ています。メッセージを残してください」）。通話中グリーティングが有効になっ

ていると、通話中の場合に限り、このグリーティングが標準グリーティング、時間外グリーティ

ング、内線グリーティングより優先されます。

なお、Connectionの通話中グリーティングが動作するのに必要なサポートは、すべての電話シス
テムで提供されているわけではありません。詳細については、Connectionの管理者に問い合わせ
てください。

内線グリーティング

同僚に知らせる必要のある情報を提供する場合は、内線グリーティングを使用可能にします（た

とえば、「本日の正午まで会議室 Bにいます」）。有効になっている場合、内線グリーティング
は標準グリーティングおよび時間外グリーティングより優先されます。また、内線グリーティン

グは、電話に応答しない場合に社内の発信者に対してだけ再生されます。

なお、Connectionの内線グリーティングが動作するのに必要なサポートは、すべての電話システ
ムで提供されているわけではありません。詳細については、Connectionの管理者に問い合わせて
ください。

時間外グリーティング

Connectionの管理者が指定した会社の営業時間外に、特別なグリーティングを再生する場合は、
時間外グリーティングを使用可能にします（たとえば、「申し訳ありませんが、電話に出ること

ができません。当社の営業時間は <times>です」）。時間外グリーティングが有効になっている
と、営業時間外の場合に限り、このグリーティングが標準グリーティングより優先されます。

標準グリーティング

標準グリーティングは、Connectionの管理者が指定した会社の営業時間内、または他のグリーティ
ングがすべて使用不能な状況において再生されます。設計上、標準グリーティングは無効にする

ことができません。

祝日グリーティング

祝日に特別なグリーティングを再生する場合は、祝日グリーティングを使用可能にします（たと

えば、「本日は祝日ですので、電話に出ることができません。 <date>～ <date>までオフィスに
いません」）。祝日グリーティングが有効になっていると、営業時間外の場合に限り、このグリー

ティングが標準グリーティングより優先されます。
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個人のグリーティングの変更
個人のグリーティングをオンにすると、使用可能になるまでの待機時間を指定できます。 Cisco
UnityConnectionは、指定された日時になるまで、グリーティングを適切な状況で再生します。そ
の後、グリーティングは自動的にオフになります。たとえば、オプショングリーティングを設定

して、休暇から戻ってきた日に再生を止めることができます。

グリーティングの再生を無期限に設定することもできます。これは、通話中グリーティングや時

間外グリーティングをオンにするときに便利です。

グリーティングはいつでもオフにすることができます。グリーティングがオフのときは、録音が

消去されていなくても Connectionはそのグリーティングを再生しません。

多言語システムの場合、デフォルト言語のグリーティングに限りMessaging Assistant Webツー
ルでグリーティングを管理できます。他の言語のグリーティングを管理するには、電話を使

用します。入力方法を電話のキーパッド（[キーパッドのみ]オプション）に設定する必要があ
ります。

（注）

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[グリーティング]メニューの [グリーティング表示]を選択します。

ステップ 2 [グリーティング]ページで、変更するグリーティングを選択します。

ステップ 3 グリーティングをオフにするには、[<名前>グリーティング]ページの [無効にする]を選択してか
ら、ステップ 5に進みます。
または

グリーティングをオンにするには、適切なオプションを選択します。

説明オプション

グリーティングが無期限に再生されます。[終了日時設定なしで有効にする]

指定した日時までグリーティングが再生されます。指定した

日時になると、グリーティングは自動的に無効になります。

[有効期限]

ステップ 4 [再生されるメッセージ]セクションで、適切なオプションを選択します。

説明オプション

ユーザ独自のグリーティングを録音する場合に選択します。

Media Masterで、[録音]をクリックしてグリーティングを録音
します。録音を終了するときは、[停止]をクリックします。

[パーソナルレコーディング]
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説明オプション

あらかじめ録音されているシステムグリーティングを使用する

場合に選択します。

[システムデフォルトグリー
ティング]

発信者にメッセージを残すように合図する発信音が再生されま

す。

[なし]

ステップ 5 [保存]を選択します。

ユーザがビデオグリーティングを再生するには
各ユーザのビデオグリーティングを再生できるようにするには、[表示されるメッセージ]セクショ
ンの [パーソナルレコーディング]オプションを有効にします。

ビデオグリーティングの詳細については、『User Moves, Adds, and Changes Guide of Cisco Unity
Connection』（http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/10x/user_mac/guide/
10xcucmacx.html）の「Setting Up Features and Functionality That Are Controlled by User Account Settings
in Cisco Unity Connection」の章を参照してください。

ビデオグリーティングが有効な場合に表示されるメッセージを指定するには、次のいずれかの

ソースから選択します。

録音したビデオグリーティングをUnityConnectionが再生します。[パーソナルグリーティング]

ビデオグリーティングは、録音するだけでは有効になり

ません。

（注）

発信音の後にビデオグリーティングを録音するように Cisco Unity
Connectionが発信者に求めます。このチェックボックスは、[コー

[「発信音の後にメッセージ
を録音してください」のプ

ロンプトを再生] ルアクション]が [グリーティング後]フィールドで [メッセージの
録音を開始する]に設定されている場合のみ有効になります。この
オプションが [システムデフォルトグリーティング]に設定されて
いる場合、チェックボックスは無効でオンのままになります。

ビデオグリーティングはいつでも無効にすることができます。ビデオグリーティングが無効の

場合は、録音が消去されていなくても Connectionはそのグリーティングを再生しません。
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ビデオグリーティングを有効にするには

手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[グリーティング]メニューの [グリーティング表示]をクリックします。

ステップ 2 [グリーティング]ページで、ビデオ設定を有効化するグリーティングを選択します。

ステップ 3 ビデオグリーティングを有効化するには、適切なオプションを選択します。

• [終了日時設定なしで有効にする]：グリーティングが無期限に再生されます。

• [有効期限]：指定した日時までグリーティングが再生されます。指定した日時になると、グ
リーティングは自動的に無効になります。

ステップ 4 [表示されるメッセージ]セクションで、[パーソナルレコーディング]を選択して、ビデオグリー
ティングを再生します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ビデオグリーティングを無効にするには

手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[グリーティング]メニューの [グリーティング表示]をクリックします。

ステップ 2 [グリーティング]ページで、ビデオ設定を有効化するグリーティングを選択します。

ステップ 3 ビデオグリーティングを無効化するには、[<名前>グリーティング]ページの [無効にする]を選
択します。

ステップ 4 [保存]をクリックします。
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第 9 章

メッセージ通知の管理

• メッセージ通知について, 43 ページ

• 通知デバイスの設定, 44 ページ

• メッセージ通知のカスケードとチェーン, 56 ページ

• SMS（SMPP）テキストメッセージ通知の設定に関する検討事項, 56 ページ

• SpeechViewでの文字変換送信について, 57 ページ

• SpeechViewでの文字変換受信のための電子メールとSMSデバイスの設定に関する検討事項,
57 ページ

メッセージ通知について
Cisco Unity Connectionは電話またはポケットベルを呼び出して、新しいメッセージの到着を通知
できます。また、テキスト形式および SMSメッセージ形式のメッセージ通知（たとえば、「テ
クニカルサポートに関する緊急メッセージ」や「新しいボイスメッセージを受信しました」な

ど）を、電子メールアドレス、テキスト用ポケットベル、テキスト対応携帯電話などのデバイス

に送信できます。

Connectionによる電話またはポケットベルの呼び出し、あるいはテキストメッセージの送信は、
指定した通知スケジュールと通知オプションに基づいて行われます。MessagingAssistantWebツー
ルを使用すると、自宅の電話、携帯電話、ポケットベル、電子メールデバイス（文字対応ポケッ

トベルや自宅用の電子メールアドレスなど）、および勤務先電話の通知デバイスを設定できま

す。予備用の電話、代替の電子メールデバイス、SMSデバイスも設定できます。これらのオプ
ションが使用可能かどうかについては、Connectionの管理者に問い合わせてください。
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テキスト対応携帯電話にテキストメッセージ受信用の電子メールアドレスが付与されている

場合は、その電話をテキスト用ポケットベルとして電子メール通知デバイスまたは SMS通知
デバイスで使用するように設定できます。 SMS（SMPP）通知は、GSMの携帯電話およびそ
の他の SMS対応デバイスで使用するためのものです。 SMS通知は、一般に電子メール
（SMTP/HTML）テキスト用ポケットベルの通知よりもはるかに高速です。また、一部のSMS
サービスプロバイダーでは、前の通知を最新の通知と置き換える付加サービスを提供してい

ます。

ヒント

Cisco Unity Connectionでは、エンドユーザへの新しいボイスメッセージに対して、SMTPベース
の HTML通知を送信することもできます。これらの通知は、HTML形式で電子メールに埋め込
み、SMTP経由で送信できます。ユーザは、カスタマイズされたアイコン、ヘッダー、フッター、
およびCiscoUnityConnectionMiniWeb Inboxにアクセスするリンクを組み込むことができるHTML
通知を受信するための柔軟性が得られます。 Connection Mini Web Inboxは、ユーザがコンピュー
タまたはモバイルデバイスで通知メッセージを再生できるプレーヤーです。

コンピュータの HTML通知は、次の非プラグインベースのクライアントをサポートします。

• Web電子メールクライアント

• Microsoft Outlookや IBM Lotus Notesなどのデスクトップ電子メールクライアント

HTML通知テンプレートの形式で通知を受信するには、HTML通知デバイスを有効にし、通知テ
ンプレートを割り当てる必要があります。管理者によって制限されていない場合、ユーザは通知

テンプレートのみを選択できます。ユーザによるテンプレートの選択を管理者が制限している場

合は、必須フィールドがグレーで表示されます。

HTML通知デバイスの作成、更新、および削除には、Cisco Unity Connection Administration、Cisco
PCA、およびCUPI APIが使用されます。ユーザは、Cisco PCAを使用して各自の通知デバイスを
管理できます。また、CUPIAPIを使用して特定の操作を柔軟に実行することもできます。詳細に
ついては、http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_Unity_Connection_Provisioning_Interface_(CUPI)_API_
--_For_End_Users_--_HTML_Notification_Devicesを参照してください。

通知デバイスの設定
Cisco Unity Connectionで通知呼び出しを行う場合は、通知デバイスが使用できる状態になってい
る必要があります。通知デバイスを無効にしてもその設定は削除されません。デバイスが応答す

れば、Connectionは新しいメッセージが残っていてもメッセージ通知に成功したと判断します（た
とえば、留守番電話が応答してメッセージを録音した場合でも通知は成功したと判断されます）。

Connectionが到着を通知するイベントのタイプ、デバイスへの通知を行う発信者または電話番号、
通知スケジュール、および通知デバイスの通知オプションはMessaging Assistant Webツールでの
み変更でき、電話で変更することはできません。
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電話またはポケットベル通知デバイスの設定または変更

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[通知デバイス]メニューの [通知デバイス表示]を選択します。

ステップ 2 [通知デバイス]ページで、変更または設定するデバイスを選択します。

ステップ 3 [<デバイス名>通知デバイス]ページで、[通知を有効にする]チェックボックスをオンにしてデバ
イスを使用可能にするか、またはこのチェックボックスをオフにしてデバイスを使用不能にしま

す。

ステップ 4 [電話番号]フィールドに、外線通話に必要なアクセスコード（9など）で始まる、電話機または
ポケットベルの番号を入力します。

0～ 9の数字を使用します。桁数と桁数の間には、スペース、ダッシュ、またはカッコを使用し
ないでください。また、次の文字も入力できます。

• 1秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

•電話機の #および *キーに対応する #および *

入力できない電話番号があります。また、使用している電話システムに追加の文字が必要な場合

があります。入力方法に疑問がある場合は、Connectionの管理者に問い合わせてください。

ステップ 5 メッセージの再生前に内線番号を尋ねるようにする場合は、[通知時にユーザIDの入力を求める]
チェックボックスをオンにします。

ステップ 6 [追加ダイヤル番号]フィールドに、Connectionによって、電話番号の後にダイヤルされる任意の
追加番号を入力します。これらの追加ダイヤル番号は、メッセージを聞くために入力するパス

ワードやアクセス番号、またはポケットベルに必要な IDなどです。

ステップ 7 [ダイヤルまでの待ち時間]フィールドに、電話またはポケットベルの電話番号をダイヤルしてか
ら、追加の番号をダイヤルするまでのConnectionの待ち時間（秒）を入力します（この設定はテ
ストする必要があります。まず 6秒に設定し、必要に応じて秒数を増減させてください）。

ステップ 8 [通知メッセージの対象]セクションで Connectionで通知デバイスの呼び出しを行うイベントのタ
イプを選択します。

説明オプション

ディスパッチメッセージ、ボイスメッセージ、ファクスを含む

新しいメッセージの受信時に、Connectionでこのデバイスを呼び
出します。

[すべてのメッセージ]

新しいボイスメッセージの受信時（ディスパッチメッセージを

含む）の受信時に、Connectionでこのデバイスを呼び出します。
[すべてのボイスメッセージ]

ディスパッチメッセージとしてマークが付けられた新しいボイ

スメッセージの受信時に、Connectionでこのデバイスを呼び出し
ます。

[ディスパッチメッセージ]
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説明オプション

新しいファクスメッセージの受信時に、Connectionでこのデバイ
スを呼び出します。

[ファクスメッセージ]

ステップ 9 ステップ 8で選択したイベントタイプの中で、緊急のマークが付けられた新しいメッセージにつ
いてのみ Connectionから通知を行うようにするには、[緊急のみ]チェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 10 特定の Connectionユーザからのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにす
るには、[コールの発信元]セクションで [発信者の追加]をクリックして名前を検索します。
a) [名前検索]ダイアログボックスに検索条件を入力し、[検索]をクリックします。
b) 検索結果のリストで、発信者リストに追加するユーザまたはリモート連絡先の横にあるチェッ
クボックスをオンにし、[ユーザの追加]を選択します。

ステップ 11 特定の電話番号からのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにするには、

[数字のパターン]フィールドに電話番号を入力します。
ワイルドカード文字 Xおよび *を使用すると、複数の電話番号と一致する場合があります。

•文字 Xは、0～ 9の任意の 1桁の数字と一致します。たとえば、パターン 9XXXは 9000～
9999の電話番号の範囲と一致します。

•アスタリスク（*）は、任意の連続した数字と一致します。たとえば、パターン 5556304*は
5556304、55563040、55563041、5556304100などの電話番号と一致します。

発信者と電話番号の両方を指定した場合は、ステップ 8とステップ 9で指定したメッ
セージタイプのメッセージのうち、指定した発信者または数字のパターンのいずれか

に一致するものについて、デバイスに通知が送信されます。

ヒント

ステップ 12 通知スケジュールを設定するには、[簡易追加]オプションを使用してスケジュールを指定します。
または

スケジュールのチェックボックスをオンまたはオフにして、通知デバイスをアクティブにする時

間と非アクティブにする時間を指定します。 Connectionでは、アクティブに設定された時間中に
新しいメッセージが到着すると、通知呼び出しが行われます。非アクティブに設定された時間中

に新しいメッセージが到着すると、次のアクティブ時間の開始時にメッセージ通知が送信されま

す。

通知スケジュールをすばやく設定するには、いくつかの方法があります。一度にすべ

てのチェックブロックをオフにするには、[スケジュールのクリア]を選択します。ま
た、現在オフになっているすべてのブロックをオンに、オンになっているブロックをオ

フにするには、[スケジュールの反転]を選択します。スケジュールの下の [スケジュー
ルのコピー]機能を使用すると、ある日のスケジュールを他の日にコピーできます。

ヒント

ステップ 13 Connectionが新しいメッセージの到着を通知する際の、呼び出しのタイミングと頻度を指定しま
す。
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説明オプション

メッセージ通知がトリガーされてから最初の通知呼び出しを送信するまで

に Connectionが待つ時間（分）を入力します。

この遅延時間によって、デバイススケジュールがアクティブでなくなっ

たときに通知が到達した場合、その通知は、スケジュールが再度アクティ

ブになるまで実行されません（メッセージがまだ新規である場合に限られ

ます）。一定の間隔（15分など）で異なるデバイスに通知を送信して、
カスケードメッセージ通知と同じ効果を得ることができます。

[最初の通知送信まで
の時間]

新規メッセージがある限り、通知が繰り返し行われるようにするには、こ

のチェックボックスをオンにして、繰り返しの間隔を分単位で入力しま

す。リダイヤル頻度フィールドの範囲は 1～ 60分です。

たとえば、11:47 a.m.に 5分間隔で通知を繰り返す設定にした場合、
Connectionは新しいメッセージの通知を11:50 a.m.、11:55 a.m.、12:00 p.m.、
12:05 p.m.、12:10 p.m.、12:15 p.m.、12:20 p.m.、12:25 p.m.などに行いま
す。

[新しいメッセージが
残っている場合、次

の時間毎に通知]

デバイスが応答しない場合、Connectionはこの設定に従います。次の設
定があります。

• [呼び出し音の回数]：最小 3に設定します。電話に出るまでの時間
を長くする場合は、それ以上の呼び出し回数を選択します。

• [リトライ回数]：短い時間電話から離れる場合は、大きい数字を選択
して対処します。 呼び出し音で他の人を煩わせるのを避ける場合

は、少なめに設定します。

• [リトライ間隔]：長い間電話から離れる場合は、大きい数字を選択し
て対処します。

[応答しない場合]

デバイスが通話中の場合、Connectionはこの設定に従います。次の設定
があります。

• [リトライ回数]：電話を頻繁に使用する場合は大きい数字を選択しま
す。

• [リトライ間隔]：長時間通話をする場合は大きい数字を選択します。

[通話中の場合]

主要デバイスが応答しないか通話中の場合に通知を送信するための、代行

用デバイスを選択します。 Connectionは、代行用デバイスが使用可能で
スケジュールも使用可能な場合に限り、代行用デバイスを呼び出します。

[通知に失敗した場
合、試みる]

ステップ 14 [保存]を選択します。
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電子メール（SMTP）通知デバイスの設定または変更

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[通知デバイス]メニューの [通知デバイス表示]を選択します。

ステップ 2 [通知デバイス]ページで、変更または設定する電子メール（SMTP）デバイスを選択します。

ステップ 3 [<デバイスタイプ>通知デバイス]ページで、[通知を有効にする]チェックボックスをオンにして
デバイスを使用可能にするか、またはこのチェックボックスをオフにしてデバイスを使用不能に

します。

ステップ 4 [宛先]フィールドに、テキスト用ポケットベル、テキスト対応携帯電話、または他の電子メール
アカウント（自宅用の電子メールアカウントなど）の電子メールアドレスを入力します。

ステップ 5 [送信元]フィールドに、テキストディスプレイの最後に表示する電話番号を入力します（たとえ
ば、自席の電話以外から Connectionにアクセスするためにダイヤルする番号を入力します）。

テキスト対応携帯電話をテキスト用ポケットベルとして設定してある場合は、この番号

が表示されたときに電話の自動コールバック機能をアクティブにできます。

ヒント

ステップ 6 [テキスト]フィールドに、表示するテキストを入力します（たとえば、「ボイスメールを受信し
ました」など）。メッセージ通知設定で選択した条件に一致するメッセージが到着するたびに

Connectionはこのメッセージを送信します。

ステップ 7 通知メッセージに新しいメッセージとすべてのメッセージの数を含める場合は、[メッセージテキ
ストにメッセージ数を含める]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に新しいメッセージに関する情報を含める場合は、[メッ
セージテキストにメッセージ情報を含める]チェックボックスをオンにします。この情報には、
発信者名、発信者 ID（ある場合）、メッセージタイプ（ボイス、ファクス）、メッセージの受信
時間の他、メッセージにプライベートまたは緊急のマークが付いている場合は、そのステータス

についての情報を含めることができます。

ステップ 9 SMTP通知デバイスに送信される通知のテキスト文字列に Cisco Unity Connection Web Inboxのリ
ンクを含める場合は、[メッセージテキストにFull Inboxへのリンクを含める]チェックボックスを
オンにします。

ステップ 10 [通知メッセージの対象]セクションで Connectionからこのデバイスに通知を送信する原因となる
イベントのタイプを選択します。

説明オプション

ディスパッチメッセージ、ボイスメッセージ、ファクスを含む

新しいメッセージの受信時に、Connectionからこのデバイスに通
知を送信します。

[すべてのメッセージ]

新しいボイスメッセージ（ディスパッチメッセージを含む）の

受信時に、Connectionからこのデバイスに通知を送信します。
[すべてのボイスメッセージ]
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説明オプション

ディスパッチメッセージのマークが付けられた新しいボイスメッ

セージの受信時に、Connectionからこのデバイスに通知を送信し
ます。

[ディスパッチメッセージ]

新しいファクスメッセージの受信時に、Connectionからこのデバ
イスに通知を送信します。

[ファクスメッセージ]

このデバイスに Outlookの予定に関する通知を送信します。[予定表の予定]

Cisco UnifiedMeetingPlaceまたはCisco UnifiedMeetingPlace Express
の会議に関する通知をこのデバイスに送信します。

[予定表の会議]

ステップ 11 ステップ 10で選択したイベントタイプの中で、緊急のマークが付けられた新しいメッセージに
ついてのみ Connectionから通知を行うようにするには、[緊急のみ]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 12 ステップ 10で [予定表の予定]または [予定表の会議]を指定した場合は、[予定表イベント開始前
の通知時間]フィールドに、会議開始何分前に通知を受信するようにするかを分単位で入力しま
す。

ステップ 13 ボイスメッセージの文字変換を受信する場合は、[ボイスメッセージの文字変換を送信]の下にあ
る [ボイスメッセージ]をオンにします。
（[ボイスメッセージの文字変換を送信]セクションは、SpeechViewのオプションが利用可能に
なっている場合のみ表示されます）。

ステップ 14 緊急ボイスメッセージの文字変換のみを受信するには、[緊急のみ]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 15 特定の Connectionユーザからのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにす
るには、[コールの発信元]セクションで [発信者の追加]をクリックして名前を検索します。
a) [名前検索]ダイアログボックスに検索条件を入力し、[検索]をクリックします。
b) 検索結果のリストで、発信者リストに追加するユーザまたはリモート連絡先の横にあるチェッ
クボックスをオンにし、[ユーザの追加]を選択します。

ステップ 16 特定の電話番号からのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにするには、

[数字のパターン]フィールドに電話番号を入力します。
ワイルドカード文字 Xおよび *を使用すると、複数の電話番号と一致する場合があります。

•文字 Xは、0～ 9の任意の 1桁の数字と一致します。たとえば、パターン 9XXXは 9000～
9999の電話番号の範囲と一致します。

•アスタリスク（*）は、任意の連続した数字と一致します。たとえば、パターン 5556304*は
5556304、55563040、55563041、5556304100などの電話番号と一致します。

発信者と電話番号の両方を指定した場合は、ステップ 10とステップ 11で指定したメッ
セージタイプのメッセージのうち、指定した発信者または数字のパターンのいずれか

に一致するものについて、デバイスに通知が送信されます。

ヒント
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ステップ 17 通知スケジュールを設定するには、[簡易追加]オプションを使用してスケジュールを指定します。
または

スケジュールのチェックボックスをオンまたはオフにして、通知デバイスをアクティブにする時

間と非アクティブにする時間を指定します。 Connectionでは、アクティブに設定された時間中に
新しいメッセージが到着すると、通知呼び出しが行われます。非アクティブに設定された時間中

に新しいメッセージが到着すると、次のアクティブ時間の開始時にメッセージ通知が送信されま

す。

通知スケジュールをすばやく設定するには、いくつかの方法があります。一度にすべ

てのチェックブロックをオフにするには、[スケジュールのクリア]を選択します。ま
た、現在オフになっているすべてのブロックをオンに、オンになっているブロックをオ

フにするには、[スケジュールの反転]を選択します。スケジュールの下の [スケジュー
ルのコピー]機能を使用すると、ある日のスケジュールを他の日にコピーできます。

ヒント

ステップ 18 Connectionが新しいメッセージの到着を通知する際の、呼び出しのタイミングと頻度を指定しま
す。

説明オプション

メッセージ通知がトリガーされてから最初の通知呼び出しを送信するま

でに Connectionが待つ時間（分）を入力します。

この遅延時間によって、デバイススケジュールがアクティブでなくなっ

たときに通知が到達した場合、その通知は、スケジュールが再度アクティ

ブになるまで実行されません（メッセージがまだ新規である場合に限ら

れます）。一定の間隔（15分など）で異なるデバイスに通知を送信し
て、カスケードメッセージ通知と同じ効果を得ることができます。

[最初の通知送信まで
の時間]

新規メッセージがある限り、通知が繰り返し行われるようにするには、

このチェックボックスをオンにして、繰り返しの間隔を分単位で入力し

ます。リダイヤル頻度フィールドの範囲は 1～ 60分です。

たとえば、11:47 a.m.に 5分間隔で通知を繰り返す設定にした場合、
Connectionは新しいメッセージの通知を 11:50 a.m.、11:55 a.m.、12:00
p.m.、12:05 p.m.、12:10 p.m.、12:15 p.m.、12:20 p.m.、12:25 p.m.などに行
います。

文字変換送信オプションを使用している場合は、この設定を有効

にしないでください。このチェックボックスをオンにすると、こ

のデバイスへの文字変換送信が無効になります。

注意

[新しいメッセージが
残っている場合、次

の時間毎に通知]

ステップ 19 [保存]を選択します。
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SMS 通知デバイスの設定または変更

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[通知デバイス]メニューの [通知デバイス表示]を選択します。

ステップ 2 [通知デバイス]ページで、変更または設定する SMSデバイスを選択します。

ステップ 3 [<デバイス名>通知デバイス]ページで、[通知を有効にする]チェックボックスをオンにしてデバ
イスを使用可能にするか、またはこのチェックボックスをオフにしてサービスを使用不能にしま

す。

ステップ 4 [宛先]フィールドに、SMSデバイスの電話番号を入力します。
入力する形式と番号は、SMPPプロバイダーによって異なります。たとえば、国コードの入力が
必要な場合もあります。先頭からプラス記号（+）、国コード、市外局番またはトランクアクセ
スコード、デバイスの番号の順に、+12065551234のように入力します。先頭にゼロ、または国
際ダイヤルプレフィックスを入力しないでください。スペース、ダッシュ、カッコ、その他の句

読点を含めないでください。入力方法に疑問がある場合は、Connectionの管理者に問い合わせて
ください。

ステップ 5 [送信元]フィールドに入力する内容は、SMPPのプロバイダーによって異なります。

• SMPPプロバイダー側でメッセージを送信するサーバの送信元アドレスが必要な場合、Cisco
Unity Connectionサーバの IPアドレスを入力します。

• SMPPプロバイダー側で送信元アドレスが必要ない場合、テキスト画面の最後に表示する電
話番号を入力します（たとえば、自分のデスクの電話以外からCiscoUnityConnectionにダイ
ヤルしている場合は、その番号を入力します）。ステップ 4の [宛先]フィールドの場合と同
様に、入力する形式と番号は、SMPPプロバイダーによって異なります。

このフィールドに入力する内容が不明な場合は、Connectionの管理者に問い合わせてください。

SMSデバイスの場合は、[送信元]フィールドに入力した番号が、サービスプロバイダー
の電話番号に置き換えられることがあります。コールバック番号がわかるように、メッ

セージのテキスト内に番号を入力するようにしてください。たとえば、[テキスト]フィー
ルドに tel:2065551234と入力します（ステップ 6を参照してください）。

ヒント

ステップ 6 [テキスト]フィールドに、表示するテキストを入力します（たとえば、「ボイスメールを受信し
ました」など）。メッセージ通知設定で選択した条件に一致するメッセージが到着するたびに

Cisco Unity Connectionはこのメッセージを送信します。

ステップ 7 通知メッセージに新しいメッセージとすべてのメッセージの数を含める場合は、[メッセージテキ
ストにメッセージ数を含める]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 通知デバイスに送信されるテキスト文字列に新しいメッセージに関する情報を含める場合は、[メッ
セージテキストにメッセージ情報を含める]チェックボックスをオンにします。この情報には、
発信者名、発信者 ID（ある場合）、メッセージタイプ（ボイス、ファクス）、メッセージの受信
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時間の他、メッセージにプライベートまたは緊急のマークが付いている場合は、そのステータス

についての情報を含めることができます。

ステップ 9 [SMPPプロバイダ]リストで、プロバイダーを選択します。
選択すべきプロバイダーがわからない場合は、Connectionの管理者に問い合わせてください。

ステップ 10 Connectionからこのデバイスに通知を送信する原因となるイベントのタイプを選択します。

説明オプション

ディスパッチメッセージ、ボイスメッセージ、ファクスを含む

新しいメッセージの受信時に、Connectionからこのデバイスに通
知を送信します。

[すべてのメッセージ]

新しいボイスメッセージ（ディスパッチメッセージを含む）の

受信時に、Connectionからこのデバイスに通知を送信します。
[すべてのボイスメッセージ]

ディスパッチメッセージのマークが付けられた新しいボイスメッ

セージの受信時に、Connectionからこのデバイスに通知を送信し
ます。

[ディスパッチメッセージ]

新しいファクスメッセージの受信時に、Connectionからこのデバ
イスに通知を送信します。

[ファクスメッセージ]

このデバイスに Outlookの予定に関する通知を送信します。[予定表の予定]

Cisco UnifiedMeetingPlaceまたはCisco UnifiedMeetingPlace Express
の会議に関する通知をこのデバイスに送信します。

[予定表の会議]

ステップ 11 ステップ 10で選択したイベントタイプの中で、緊急のマークが付けられた新しいメッセージに
ついてのみ Connectionから通知を行うようにするには、[緊急のみ]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 12 ステップ 10で [予定表の予定]または [予定表の会議]を指定した場合は、[予定表イベント開始前
の通知時間]フィールドに、会議開始何分前に通知を受信するようにするかを分単位で入力しま
す。

ステップ 13 ボイスメッセージの文字変換を受信する場合は、[ボイスメッセージの文字変換を送信]の下にあ
る [ボイスメッセージ]をオンにします
（[ボイスメッセージの文字変換を送信]セクションは、SpeechViewのオプションが利用可能に
なっている場合のみ表示されます）。

ステップ 14 緊急ボイスメッセージの文字変換のみを受信するには、[緊急のみ]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 15 [1回に文字変換するSMSメッセージ数の制限]チェックボックスをオンにして、メッセージ文字変
換ごとに必要な SMSメッセージの最大数を入力します。
この設定は、携帯電話通信事業者または SMSサービスプロバイダーが受信した SMSメッセージ
ごとに課金している場合にコスト削減に役立ちます。
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ステップ 16 特定の Connectionユーザからのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにす
るには、[発信者の追加]を選択して名前を検索します。
a) [名前検索]ダイアログボックスに検索条件を入力し、[検索]をクリックします。
b) 検索結果のリストで、発信者リストに追加するユーザまたはリモート連絡先の横にあるチェッ
クボックスをオンにし、[ユーザの追加]を選択します。

ステップ 17 特定の電話番号からのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにするには、

[数字のパターン]フィールドに電話番号を入力します。
ワイルドカード文字 Xおよび *を使用すると、複数の電話番号と一致する場合があります。

•文字 Xは、0～ 9の任意の 1桁の数字と一致します。たとえば、パターン 9XXXは 9000～
9999の電話番号の範囲と一致します。

•アスタリスク（*）は、任意の連続した数字と一致します。たとえば、パターン 5556304*は
5556304、55563040、55563041、5556304100などの電話番号と一致します。

発信者と電話番号の両方を指定した場合は、ステップ 10とステップ 11で指定したメッ
セージタイプのメッセージのうち、指定した発信者または数字のパターンのいずれか

に一致するものについて、Connectionからデバイスに通知が送信されます。

ヒント

ステップ 18 通知スケジュールを設定するには、[簡易追加]オプションを使用してスケジュールを指定します。
または

スケジュールのチェックボックスをオンまたはオフにして、通知デバイスをアクティブにする時

間と非アクティブにする時間を指定します。 Connectionでは、アクティブに設定された時間中に
新しいメッセージが到着すると、通知呼び出しが行われます。非アクティブに設定された時間中

に新しいメッセージが到着すると、次のアクティブ時間の開始時にメッセージ通知が送信されま

す。

通知スケジュールをすばやく設定するには、いくつかの方法があります。一度にすべ

てのチェックボックスをオフにするには、[スケジュールのクリア]を選択します。ま
た、現在オフになっているすべてのボックスをオンに、オンになっているボックスをオ

フにするには、[スケジュールの反転]を選択します。スケジュールの下の [スケジュー
ルのコピー]機能を使用すると、ある日のスケジュールを他の日にコピーできます。

ヒント

ステップ 19 Connectionが新しいメッセージの到着を通知する際の、呼び出しのタイミングと頻度を指定しま
す。

説明オプション

メッセージ通知がトリガーされてから最初の通知呼び出しを送信するまで

に Connectionが待つ時間（分）を入力します。

この遅延時間によって、デバイススケジュールがアクティブでなくなっ

たときに通知が到達した場合、その通知は、スケジュールが再度アクティ

ブになるまで実行されません（メッセージがまだ新規である場合に限られ

ます）。一定の間隔（15分など）で異なるデバイスに通知を送信して、
カスケードメッセージ通知と同じ効果を得ることができます。

[最初の通知送信まで
の時間]
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説明オプション

新規メッセージがある限り、通知が繰り返し行われるようにするには、こ

のチェックボックスをオンにして、繰り返しの間隔を分単位で入力しま

す。リダイヤル頻度フィールドの範囲は 1～ 60分です。

たとえば、11:47 a.m.に 5分間隔で通知を繰り返す設定にした場合、
Connectionは新しいメッセージの通知を 11:50 a.m.、11:55 a.m.、12:00
p.m.、12:05 p.m.、12:10 p.m.、12:15 p.m.、12:20 p.m.、12:25 p.m.などに行
います。

文字変換送信オプションを使用している場合は、この設定を有効

にしないでください。このチェックボックスをオンにすると、こ

のデバイスへの文字変換送信が無効になります。

注意

[新しいメッセージが
残っている場合、次

の時間毎に通知]

ステップ 20 [保存]を選択します。

HTML 通知デバイスの設定または変更

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[通知デバイス]メニューの [通知デバイス表示]を選択します。

ステップ 2 [通知デバイス]ページで、変更または設定する HTMLデバイスを選択します。

ステップ 3 [<デバイス名>通知デバイス]ページで、[通知を有効にする]チェックボックスをオンにしてデバ
イスを使用可能にするか、またはこのチェックボックスをオフにしてサービスを使用不能にしま

す。

ステップ 4 [宛先]フィールドに、有効な電子メールアドレスを入力します。
複数の電子メールアドレスをカンマで区切って追加できま

す。

（注）

ステップ 5 [HTMLテンプレートの選択]ドロップダウンリストで、デフォルトまたはカスタマイズされたテ
ンプレートを選択します。デフォルトのテンプレートは Default_Actionable_Links_Onlyおよび
Default_Actionable_Iconsです。
HTMLテンプレートを選択する権限を管理者がユーザに付与していない場合、このフィールドは
非アクティブになることに注意してください。

ステップ 6 [プレビュー]をクリックして、選択したテンプレートの HTMLベースの SMTP通知のフォーマッ
トを表示します。

[プレビュー]オプションは、テンプレートを作成し、保存した後でのみ使用できます。

ステップ 7 [外線番号]フィールドに、通知のチェックに使用する電話番号を入力します。 Cisco PCAから携
帯番号を入力する権限を管理者がユーザに付与していない場合、このフィールドは非アクティブ

になります。ここで入力する番号は E.164に準拠する必要があります。規制ルールの詳細につい
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ては、http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/connection/10x/administration/guide/
10xcucsag110.htmlを参照してください。

ステップ 8 [イベントタイプ]セクションの [通知メッセージの対象]フィールドで、[緊急のみ]チェックボッ
クスをオンにし、そのタイプの新しいボイスメッセージに緊急のマークが付いている場合にの

み、Connectionで通知を送信できるようにします。
HTML通知はボイスメッセージのみに適用可能なため、[イベントタイプ]セクションの [通知メッ
セージの対象]フィールドで指定した [すべてのボイスメッセージ]読み取り専用オプションはデ
フォルトで選択されることに注意してください。

ステップ 9 特定の Connectionユーザからのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにす
るには、[発信者の追加]を選択して名前を検索します。
a) [名前検索]ダイアログボックスに検索条件を入力し、[検索]をクリックします。
b) 検索結果のリストで、発信者リストに追加するユーザまたはリモート連絡先の横にあるチェッ
クボックスをオンにし、[ユーザの追加]を選択します。

ステップ 10 特定の電話番号からのメッセージについてのみこのデバイスで通知を受信するようにするには、

[数字のパターン]フィールドに電話番号を入力します。
ワイルドカード文字 Xおよび *を使用すると、複数の電話番号と一致する場合があります。

•文字 Xは、0～ 9の任意の 1桁の数字と一致します。たとえば、パターン 9XXXは 9000～
9999の電話番号の範囲と一致します。

•アスタリスク（*）は、任意の連続した数字と一致します。たとえば、パターン 5556304*は
5556304、55563040、55563041、5556304100などの電話番号と一致します。

発信者とデバイスの電話番号の両方を指定した場合は、ステップ9で指定したタイプに
関係なく、すべてのメッセージの通知が Connectionからデバイスに送信されます。

ヒント

ステップ 11 通知スケジュールを設定するには、次のいずれかを実行します。

• [簡易追加]オプションを使用して、スケジュールを指定します。

•スケジュールのチェックボックスをオンまたはオフにして、通知デバイスをアクティブにす
る時間と非アクティブにする時間を指定します。

Connectionでは、アクティブに設定された時間中に新しいメッセージが到着すると、通知呼び出
しが行われます。非アクティブに設定された時間中に新しいメッセージが到着すると、次のアク

ティブ時間の開始時にメッセージ通知が送信されます。

通知スケジュールをすばやく設定するには、いくつかの方法があります。一度にすべ

てのチェックボックスをオフにするには、[スケジュールのクリア]を選択します。ま
た、現在オフになっているすべてのボックスをオンに、オンになっているボックスをオ

フにするには、[スケジュールの反転]を選択します。 [スケジュールのコピー]オプショ
ンを使用すると、ある日のスケジュールを他の日にコピーできます。

ヒント
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メッセージ通知のカスケードとチェーン
カスケードメッセージ通知を使用すると、受信者が段階的に増加する形式で、一連の通知を送信

できます。

また、選択した最初のデバイスに通知を送信する試みが失敗した場合、一連の通知デバイスに

「チェーン」するようにメッセージ通知を設定できます（通知デバイスへの送信失敗の定義は、

応答しないデバイスまたは通話中のデバイスへの再試行用に選択したオプションに基づきます）。

メッセージ通知デバイスのチェーンを設定する場合、主要デバイスに限り、メッセージのタイプ

と緊急性を選択します。いずれかのメッセージタイプを最初のデバイス以外のデバイスに選択し

た場合、そのデバイスのメッセージ通知は、前のデバイスの通知障害を待たずにただちに開始さ

れます。したがって、通知はチェーンとしては発生しませんが、一斉にアクティブになります。

電子メールデバイスや SMSデバイスをメッセージ通知のチェーンに含めるには、そのデバイ
スをチェーンの最後に指定する必要があります。これらのタイプのデバイスについては通知の

失敗を Connectionで検出できない場合があるためです。

ヒント

複数の通知デバイスに対してカスケードまたはチェーンを機能させる場合は、必要に応じて、そ

の手順を Connectionの管理者に問い合わせてください。特定の設定が行われていないと、カス
ケードまたはチェーンによる通知が正しく機能しない場合があります。

SMS（SMPP）テキストメッセージ通知の設定に関する
検討事項

SMS（SMPP）テキストメッセージ通知を設定する前に、次の点を検討してください。

• SMS（SMPP）通知は、GSMの携帯電話およびその他のSMS対応デバイスで使用するための
ものです。 SMS通知は、一般に（SMTP）文字対応デバイスの通知よりもはるかに高速で
す。また、一部の SMSサービスプロバイダーでは、前の通知を最新の通知と置き換える付
加サービスを提供しています。

• SMSのサービスプロバイダーは、多くの場合、Cisco Unity Connectionから送信された SMS
メッセージごと、またはメッセージのグループごとに料金を請求します。社内のコストを削

減するために、メッセージタイプや緊急性によって、受信する通知の数を制限することを検

討してください（たとえば、緊急のボイスメッセージのみ、あるいは特定の発信者または電

話番号からのボイスメッセージのみ、など）。

•一部の SMSサービスプロバイダーでは、Messaging Assistant Webツールの [SMS（SMPP）
通知デバイス]ページにある [送信元]フィールドに入力した電話番号が、サービスプロバイ
ダーの電話番号に置き換えられることがあります。コールバック番号がわかるようにするた

めには、 SMS通知デバイスの設定または変更, （51ページ）のステップ 5にあるヒントを
参照してください。
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•一部の電話では、SMS（SMPP）通知のタイムスタンプとして、SMSサービスプロバイダー
から SMSデバイスに SMSメッセージが送信された時刻が使用されます。このため、ローカ
ルタイムゾーンや優先される時間フォーマットが、タイムスタンプに反映されない場合が

あります。

SpeechView での文字変換送信について
Cisco SpeechViewは、ボイスメッセージをテキストに変換する文字変換サービス機能を備えてお
り、電子メールアドレスまたは携帯電話に送信することができます。

Connectionボイスメッセージにアクセスするよう設定した電子メールアプリケーションがあれ
ば、電子メールアプリケーションで文字変換を表示できます。元のボイスメッセージはテキス

トに変換されたメッセージに添付されます。

SpeechViewを活用するには、携帯電話を Connectionに転送するよう設定すると、すべてのボイス
メッセージが 1つのメールボックスに集められ、テキストに変換されます。

SpeechView での文字変換受信のための電子メールと SMS
デバイスの設定に関する検討事項

電子メールアドレスを持つデバイス（テキスト用ポケットベルやテキスト対応携帯電話など）

は、ボイスメッセージ文字変換を、デバイスに応じて電子メールメッセージまたはテキストメッ

セージとして受信します。

SMS対応のデバイスは、ボイスメッセージ文字変換をテキストメッセージとして受け取ります。

文字変換送信をオンにするためのフィールドは、MessagingAssistantのメッセージ通知を設定する
[電子メール通知デバイス]および [SMS通知デバイス]ページにあります（通知デバイスの設定,
（44ページ）の該当する手順を参照してください）。

SpeechViewでの文字変換送信を最大限に活用するには、次の点を検討してください。

• [送信元]フィールドに、自席の電話以外から Connectionにアクセスするためにダイヤルする
番号を入力します。テキスト対応携帯電話を使用している場合は、メッセージを聞くときに

Connectionに対するコールバックを開始できます。

•発信者名、発信者 ID（ある場合）、メッセージの受信時刻などのコール情報を含めるには、
[メッセージテキストにメッセージ情報を含める]チェックボックスをオンにします。そうし
なかった場合は、メッセージの受信が通知されません。

さらに、テキスト対応携帯電話を使用している場合は、発信者 IDが文字変換に含まれると
きにコールバックを開始できます。

• [通知メッセージの対象]セクションでボイスメッセージまたはディスパッチメッセージの通
知をオンにすると、メッセージの受信時に通知があります。文字変換がすぐ後に続きます。

文字変換が届く前の通知が不要な場合は、ボイスまたはディスパッチメッセージオプショ

ンを選択しないでください。
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•文字変換を含む電子メールメッセージの件名は、通知メッセージと同じになります。した
がって、ボイスメッセージまたはディスパッチメッセージの通知をオンにした場合は、文

字変換が含まれるメッセージを確認するためにメッセージを開く必要があります。
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第 10 章

連絡先の管理

• 連絡先について, 59 ページ

• 連絡先の追加, 60 ページ

• 連絡先の情報の変更, 61 ページ

• 連絡先の削除, 62 ページ

• 連絡先への Exchange連絡先情報のインポート, 63 ページ

連絡先について
Cisco Unity Connectionは連絡先リストの情報を使用して、着信コールを転送し、コールの発信を
支援します。また、電話の発信者を識別するためにも連絡先を使用します。

連絡先情報は Cisco Unity Connectionディレクトリ内の情報を補足するものです。 Connectionディ
レクトリは組織内部のものであり、システム管理者が保守しているのに対して、連絡先はユーザ

が設定し、保守しています。

連絡先には、Connectionディレクトリに含まれない人、たとえば、お客様、納入業者、家族、友
人の名前と番号などを保管できます。

連絡先はMessaging Assistant Webツールで管理します。 Connectionユーザを連絡先に追加するこ
ともできますが、それらのエントリはシステムによって自動的に更新または保守されません。た

とえば、リストに含まれる同僚が退社したとき、連絡先からは、そのエントリを手動で削除する

ことが必要になります。

ボイスコマンドを使用して電話をかける場合に、他のConnectionユーザを連絡先に追加すると次
のような利点があります。

•ユーザの別名の使用。ユーザの別名によって、ボイスコマンドを使用して同僚にダイヤルす
るときの精度が改善されます。Connectionディレクトリ内で頻繁に電話をかける相手や名前
の発音が難しい人に対して、ニックネームまたはユーザの別名のエントリを作成します。
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•外線番号の使用。同僚の携帯電話に頻繁に電話する場合は、連絡先のエントリに Connection
ディレクトリ内の同僚の情報を携帯電話番号とともに追加することにより、ボイスコマンド

を使用して同僚にすばやく連絡することができます

（ボイスコマンドを使用して電話をかけるには、Connectionにサインインしている必要がありま
す）。

連絡先の追加
連絡先として指定できる電話番号のタイプには次の 2つがあります。

ボイスコマンドを使用して連絡先を呼び出せるようにするには、

[ダイヤルする勤務先電話]、[ダイヤルする自宅の電話]、[ダイヤル
する携帯電話]フィールドを使用します。

[ボイスコマンドを使用して
連絡先にコールする電話番

号]

ダイヤルする電話番号には、外部通話のダイヤルに必要な追加の番

号（たとえば 9）や、長距離ダイヤルに必要な追加の番号（たとえ
ば 1）を含めます。

連絡先からの着信をパーソナル着信転送ルールと照合するときに

Connectionが使用する電話番号を入力するには、[勤務先電話]、[自
[パーソナル着信転送ルール
の連絡先を識別する電話番

号] 宅の電話]、[携帯電話]フィールドを使用します（たとえば、母親
の自宅の電話番号に基づいてパーソナル着信転送ルールを作成する

場合は、[自宅の電話]フィールドに番号を入力します）。

電子メールアドレスは参考にすぎません。Connectionは連絡先のエントリの電子メールアドレス
を使用しません。

Microsoft Exchangeの連絡先を Connectionの連絡先にインポートすることができます。連絡先
への Exchange連絡先情報のインポート, （63ページ）を参照してください。

ヒント

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[連絡先]メニューの [新しい連絡先]を選択します（または、[連絡先の表
示]ページで、メニューバーの下にある [新しい連絡先]アイコンをクリックします）。

ステップ 2 [連絡先の作成]ページで、名と姓を入力します。

ステップ 3 名前をアルファベット以外の文字で入力する（たとえば、日本人の連絡先を漢字で入力する）場

合は、[名前の別名(英数)]および [名字の別名(英数)]フィールドにアルファベットで名前を入力し
ます。

使用可能な文字は A～ Z、a～ z、および 0～ 9です。別名のスペリングを入力すると、ボイス
コマンドを使って連絡先を呼び出す場合に、Connectionが名前を識別できるようになります。
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ステップ 4 ボイスコマンドを使用しており、かつ連絡先のユーザの別名（たとえば、旧姓やニックネーム）

がわかっている場合は、[ユーザの別名]セクションで、その名前を入力します。

ステップ 5 連絡先にユーザの別名を追加するには、[行の追加]を選択して名前を入力します。

ステップ 6 この連絡先にさらに追加するユーザの別名があれば、ステップ 5を繰り返します。

ステップ 7 必要に応じて、[電子メール]フィールドに連絡先の電子メールアドレスを入力します（電子メー
ルアドレスは参考情報としてのみ使用されます）。

ステップ 8 ボイスコマンドを使用して連絡先を呼び出す場合は、Connectionが連絡先に電話するときに使用
する勤務先、自宅、携帯電話の電話番号を、[ボイスコマンドを使用して連絡先にコールする電話
番号]セクションに入力します。
ダイヤルする電話番号を入力する場合、電話番号が内線番号のときは、連絡先の内線番号を入力

します。外線番号の場合は、外線通話に必要なアクセスコード（たとえば 9）から電話番号の入
力を始めます。 0～ 9の数字を入力できます。桁数と桁数の間には、スペース、ダッシュ、また
はカッコを使用しないでください。また、次の文字も入力できます。

• 1秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

•電話機の #および *キーに対応する #および *

ステップ 9 パーソナル着信転送ルールを使用して連絡先からの電話を管理する場合は、[パーソナル着信転送
ルールの連絡先を識別する電話番号]セクションに、連絡先の職場、自宅、携帯電話の電話番号を
入力します。

パーソナル着信転送ルールで使用する番号を入力する場合は、発信者 IDの表示と同じように番号
を入力します。連絡先からの電話であるということをConnectionが認識できるのは、着信コール
の電話番号がこのフィールドに入力した番号と完全に一致している場合のみです。

ステップ 10 [保存]を選択します。このエントリが連絡先に追加されます。

連絡先の情報の変更
連絡先の名前または電話番号を変更する場合、またはユーザの別名を割り当てる場合は、このセ

クションの手順を実行します。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[連絡先]メニューの [連絡先の表示]を選択します。

ステップ 2 [連絡先]ページで、情報を変更する連絡先のうち最初にある連絡先の名前を選択します。

ステップ 3 必要に応じて、[名前の別名(英数)]および [名字の別名(英数)]フィールドで、連絡先のユーザの別
名のスペリングを変更します。

[名]および [姓]フィールドでアルファベット以外の文字を使用する場合、ユーザの別名のスペリ
ングにアルファベットを使用すると、ボイスコマンドを使って連絡先を呼び出す場合に、Connection
が名前を識別できるようになります。使用可能な文字は A～ Z、a～ z、および 0～ 9です。
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ステップ 4 必要に応じて、[ユーザの別名]セクションで情報を変更します。
a) 別名を削除するには、その名前の横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除]
を選択します。

b) ユーザの別名を追加するには、[行の追加]を選択して名前を入力します。

ステップ 5 必要に応じて、[電子メール]フィールドで連絡先の電子メールアドレスを変更します（電子メー
ルアドレスは参考情報としてのみ使用されます）。

ステップ 6 Connectionが連絡先に電話するときに使用する勤務先、自宅、携帯電話の電話番号を、[ボイスコ
マンドを使用して連絡先にコールする電話番号]セクションで変更します（必要な場合）。
ダイヤルする電話番号を入力する場合、電話番号が内線番号のときは、連絡先の内線番号を入力

します。外線番号の場合は、外線通話に必要なアクセスコード（たとえば 9）から電話番号の入
力を始めます。 0～ 9の数字を入力できます。桁数と桁数の間には、スペース、ダッシュ、また
はカッコを使用しないでください。また、次の文字も入力できます。

• 1秒間の一時停止を挿入するための ,（カンマ）

•電話機の #および *キーに対応する #および *

ステップ 7 [パーソナル着信転送ルールの連絡先を識別する電話番号]セクションで、勤務先、自宅、携帯電
話の電話番号を必要に応じて変更します。

パーソナル着信転送ルールで使用する番号を入力する場合は、発信者 IDの表示と同じように番号
を入力します。連絡先からの電話であるということをConnectionが認識できるのは、着信コール
の電話番号がこのフィールドに入力した番号と完全に一致している場合のみです。

ステップ 8 必要に応じて、[発信者グループのメンバシップ]セクションで情報を変更します。
a) 連絡先を発信者グループから削除するには、グループ名の横にあるチェックボックスをオフに
します。

b) 連絡先を発信者グループに追加するには、グループ名の横にあるチェックボックスをオンにし
ます。

発信者グループを設定していない場合、[発信者グループのメンバシップ]セクショ
ンは表示されません（発信者グループはパーソナル着信転送ルールWebツールで作
成します）。

（注）

ステップ 9 [保存]を選択します。

連絡先の削除

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[連絡先]メニューの [連絡先の表示]を選択します。

ステップ 2 [連絡先]ページで、連絡先の名前の横にあるチェックボックスをオンにします。複数のチェック
ボックスをオンにすると、複数の連絡先を一度に削除できます。
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連絡先は、発信者グループまたはパーソナル着信転送ルールの一部となっている場合は

削除できません。連絡先エントリを削除するには、まず連絡先を発信者グループまたは

ルールから削除する必要があります（ルールはパーソナル着信転送ルールWebツール
で作成します）。

（注）

ステップ 3 メニューバーの下にある [選択行の削除]アイコンをクリックします。

連絡先への Exchange 連絡先情報のインポート
Microsoft Exchangeの [連絡先]フォルダからエントリをインポートすると、連絡先に情報を入力す
る時間を短縮できます。この方法は、連絡先の情報が最新のものであることを保証する優れた方

法でもあります。

Cisco Unity Connectionは、Exchangeサーバ上に格納されている連絡先から名前、電話番号および
電子メールアドレスだけをインポートします。インポート中に、Connectionは次の処理を行いま
す。

•インポートする前に連絡先にある連絡先の数を表示します。

•新しい Exchange連絡先情報を連絡先にインポートします。

• Exchange連絡先情報の中で前回のインポート以降に変更されたものがあれば、すべて更新し
ます。

•前回のインポート以降 Exchangeにおいて削除されたエントリを連絡先から削除します。

Connectionでは、重複しているエントリがあっても識別されず、ダイヤルする電話番号のフィー
ルドに電話番号情報は入力されません。インポートが完了した後で、連絡先を詳しく調べて、重

複しているエントリを削除することを推奨します。また、ボイスコマンドを使用して連絡先を呼

び出す場合は、ダイヤルする電話番号を追加することを推奨します。

手順

ステップ 1 Messaging Assistantで、[連絡先]メニューの [連絡先のインポート]を選択します。

ステップ 2 [Exchangeからの連絡先をインポート]ページで、[連絡先のインポート]を選択します。

ステップ 3 Connectionがエントリを Exchangeの [連絡先]フォルダからインポートし、インポートの結果を表
示します。
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第 11 章

プライベート同報リストの管理

• プライベート同報リストについて, 65 ページ

• プライベート同報リストの作成, 65 ページ

• プライベート同報リストの名前の変更, 66 ページ

• プライベート同報リストのメンバーの変更, 67 ページ

• プライベート同報リストの削除, 68 ページ

プライベート同報リストについて
プライベート同報リストを使用して、ボイスメッセージ受信者のグループを独自に作成できま

す。ボイスメッセージの宛先にプライベート同報リストを指定すると、そのリストに記載されて

いる全メンバーがそのボイスメッセージを受信します。 Cisco Unity Connectionには、個人用に使
用できるプライベート同報リストがいくつか用意されています。

プライベート同報リストにボイスメッセージを送信できるのは本人だけです。これを行うには、

キーパッドまたはボイスコマンドを使用するか、Web Inboxを使用します電子メールプログラム
では、メッセージをプライベート同報リストに送ることはできません。

プライベート同報リストの作成
管理できるリストの最大数は、Connectionの管理者が指定します。
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手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[プライベート同報リスト]メニューの [新しいプライベート同報リスト]を
選択します。

ステップ 2 [プライベート同報リスト]ページで、[名前]フィールドにリストの名前を入力します。ボイスコ
マンドを使用して、メッセージ受信者リストにプライベート同報リストを追加するときには、こ

こで指定した名前を発声します。

リスト名には特殊文字や発音区別符号を含めないようにします。これらのアイテムを

名前に含めると、ボイスコマンドを使用する場合に、Connectionの名前認識で問題が生
じる可能性があります。

ヒント

ステップ 3 [録音名]フィールドで、Media Masterの [録音]を選択して、リストの名前を録音します。

ステップ 4 録音の終了後、[停止]を選択します。

ステップ 5 ボイスコマンドを使用していて、リストの名前の発音が文字通りの発音と異なる場合は、[ユーザ
の別名]セクションでユーザの別名を入力します。

ステップ 6 新しいユーザの別名を追加するには、[行の追加]を選択し、ステップ 5を繰り返します。

ステップ 7 [メンバーの追加]を選択します。

ステップ 8 [名前検索]ダイアログボックスで適切なタブを選択し、検索範囲を指定します。

ステップ 9 1つまたは複数のフィールドに、新しいリストに追加するユーザ、同報リスト、プライベート同
報リスト、またはリモート連絡先に関する適切な情報を入力します。

ステップ 10 [検索]を選択します。

ステップ 11 検索結果のリストで、リストに追加するユーザ、同報リスト、プライベート同報リスト、または

リモート連絡先の横にあるチェックボックスをオンにして、[メンバーの追加]を選択します。

ステップ 12 リストへのメンバー追加が終了するまで、ステップ 7からステップ 11を繰り返します。

プライベート同報リストの名前の変更
各プライベート同報リストには、録音された名前および表示名があります。電話でメッセージの

宛先にプライベート同報リストを指定する場合、Cisco Unity Connectionは、正しいリストにメッ
セージが宛先指定されたことを確認できるよう、録音された名前を再生します。

ボイスコマンドを使用している場合は、プライベート同報リストに付与した表示名の別名を指定

することもできます。メッセージの宛先としてプライベート同報リストを指定するためにボイス

コマンドを電話で使用するときは、リストの表示名を言います。頭文字や略語を使用しているな

ど、表示名の発音が文字通りの発音と異なる場合は、別名を指定することを検討してください

（たとえば、テクニカルサポート部門のプライベート同報リスト名が ITであるとします。この
場合、別名として発音スペリングの「Eye Tea」を追加します）。
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手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[プライベート同報リスト]メニューの [プライベート同報リスト表示]を選
択します。

ステップ 2 [プライベート同報リスト]ページで、名前を変更するプライベート同報リストを選択します。

ステップ 3 [プライベート同報リスト]ページの [名前]フィールドで、古い名前を削除して新しい名前を入力
します。これが表示名になります。

ステップ 4 [録音名]フィールドで、Media Masterの [録音]を選択して、リストの新しい名前を録音します。

ステップ 5 録音の終了後、[停止]を選択します。

ステップ 6 必要に応じて、[ユーザの別名]セクションで情報を変更します。
a) 別名を削除するには、その名前の横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除]
を選択します。

b) 別名を追加するには、[行の追加]を選択して名前を入力します。

ステップ 7 [保存]を選択します。

プライベート同報リストのメンバーの変更
プライベート同報リストに追加できるメンバーの最大数は、Connectionの管理者が指定します。
ディレクトリ内のユーザまたはシステム同報リストはすべて、プライベート同報リストのメンバー

として適格です。

社内のCiscoUnity Connectionの設定状況によっては、ディレクトリ外のリモートボイスメッセー
ジングシステム上のユーザにメッセージを送信したり返信したりできる場合があります。その場

合は、リモート連絡先であるこれらのユーザを、プライベート同報リストに含めることもできま

す。

すでにプライベート同報リストのメンバーとなっているユーザ、プライベート同報リスト、シス

テム同報リスト、またはリモート連絡先を追加しようとしても、Connectionでは、そのメンバー
を同じリストに再度追加することはできません。

プライベート同報リストのメンバーに対して管理上の変更が行われた場合、後でリストを確認

するときにメンバーが異なって表示されることがあります。ときには、管理上の変更によっ

て、一部のメンバーが予告なくリストから削除される場合もあります。 Connectionの管理者
は、変更が発生する前にユーザに通知できます。それでも、誤ってメンバーが削除された場合

は、ユーザがこれらのメンバーをもう一度リストに追加します。

（注）
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手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[プライベート同報リスト]メニューの [プライベート同報リスト表示]を選
択します。

ステップ 2 [プライベート同報リスト]ページで、メンバーを変更するプライベート同報リストを選択します。

ステップ 3 メンバーを追加するには、ステップ 4に進みます。
メンバーを削除するには、[プライベート同報リスト]ページで、リストから削除するメンバーす
べての横にあるチェックボックスをオンにして、[選択項目の削除]を選択します。

ステップ 4 メンバーを追加するには、[プライベート同報リスト]ページで、[メンバーの追加]を選択してか
ら、名前を検索します。

a) [名前検索]ダイアログボックスで適切なタブを選択し、検索範囲を指定します。
b) 1つまたは複数のフィールドに、リストに追加するユーザ、同報リスト、プライベート同報リ
スト、またはリモート連絡先に関する適切な情報を入力します。

c) [検索]を選択します。
d) 検索結果のリストで、リストに追加するユーザ、同報リスト、プライベート同報リスト、また
はリモート連絡先の横にあるチェックボックスをオンにして、[メンバーの追加]を選択しま
す。

ステップ 5 リストへのメンバー追加が終了するまで、ステップ 4を繰り返します。

プライベート同報リストの削除
リストを削除すると、録音名、表示名、およびリストのメンバーも削除されます。

手順

ステップ 1 MessagingAssistantで、[プライベート同報リスト]メニューの [プライベート同報リスト表示]を選
択します。

ステップ 2 [プライベート同報リスト]ページで、削除するリストの横にあるチェックボックスをオンにしま
す。

ステップ 3 メニューバーの下にある [選択行の削除]アイコンをクリックします。
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